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こ
の
小
論
は
、
秋
田
県
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
質
屋
仲
間
文
書
」
を
て

が
か
り
と
し
て
、
久
保
田
に
お
け
る
質
屋
仲
間
の
組
織
上
の
特
質
と
機
能
を

検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
第
一
線
の
研
究
者
が

し
ば
し
ば
用
い
る
と
こ
ろ
の
言
葉
で
い
え
ば
「
個
別
・
分
散
的
」
な
仕
事
に

す
ぎ
な
い
が
、
巨
視
的
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を

ま
ず
述
べ
て
お
き
た
い
。

即
ち
、
一
言
で
い
え
ば
、
秋
田
近
世
史
研
究
に
お
け
る
都
市
研
究
の
た
ち

お
く
れ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
現
在
に
お
い
て
も
都
市
に
関
す
る
成
果
は
、

昭
和
三
十
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
秋
田
県
史
』
の
久
保
田
に
関
す
る
叙
述
を

越
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
秋
田
に
関
す
る
研
究

の
な
か
で
も
と
り
わ
け
都
市
研
究
の
遅
れ
が
め
だ
つ
こ
と
に
な
っ
た
理
由
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
戦
後
の
歴
史
研
究
の
発
展
を
さ
さ
え
た
農
村
史
に
対
す
る

関
心
の
強
ま
り
に
比
し
て
、
都
市
の
問
題
に
注
が
れ
る
地
域
研
究
者
の
関
心

が
相
対
的
に
弱
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
否
め
な
い
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、

秋
田
の
地
域
史
研
究
に
お
け
る
都
市
研
究
の
方
法
論
的
な
弱
さ
を
決
定
的
な

も
の
と
し
た
。
こ
と
秋
田
藩
に
関
す
る
限
り
、
都
市
の
何
が
課
題
で
あ
り
、

久
保
田
質
屋
仲
間
の
組
織
と
機

は
じ
め
に

ど
う
明
ら
か
に
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
地
点
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
全
国
的
に
み
れ
ば
都
市
研
究
は
近
年
著
し
く
深
め
ら
れ
た
分

野
で
あ
り
、
と
り
わ
け
本
稿
が
対
象
と
す
る
商
人
仲
間
組
織
に
つ
い
て
は
、

先
進
地
域
の
豊
富
な
事
例
の
蓄
積
を
も
っ
て
一
定
度
図
式
化
し
う
る
段
階
に

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
地
域
史
と
い
う
問
題
に

関
心
を
よ
せ
る
立
場
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
一
般
論
を
無
批
判
に
特
定
地
域

の
歴
史
展
開
に
適
用
し
て
こ
と
た
れ
り
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
地
域

史
研
究
の
立
場
か
ら
は
、
ま
ず
具
体
的
事
実
を
も
っ
て
不
明
で
あ
っ
た
部
分

を
う
め
な
が
ら
、
近
世
都
市
論
一
般
の
な
か
に
お
け
る
久
保
田
の
地
域
的
特

質
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
ま
で
高
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
．
こ
の

小
論
は
、
そ
う
し
た
地
点
か
ら
の
、
近
世
秋
田
の
都
市
論
の
足
が
か
り
と
す

る
た
め
の
試
論
で
あ
る
。

た
だ
今
回
は
、
限
ら
れ
た
紙
数
の
な
か
で
同
文
書
か
ら
ひ
き
だ
せ
る
問
題

点
を
網
羅
的
に
と
り
あ
げ
た
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
い
く
つ
か
の
小
テ
ー
マ
と

し
て
各
章
ご
と
に
検
討
す
る
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
一
貫
し
た
視
点
か
ら
質

屋
仲
間
の
史
的
展
開
を
と
ら
え
る
叙
述
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
お
断
り

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
事
実
の
蓄
積
こ
そ
が
こ
の
小
論
の
課
題
で

ヒ
ヒ
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こ
こ
で
「
質
屋
仲
間
文
書
」
と
よ
ぶ
資
料
は
、
昭
和
五
十
五
年
刊
行
の
歴

史
街
料
収
蔵
目
録
の
な
か
で
「
福
地
久
司
家
街
料
」
と
し
て
掲
救
・
公
開
さ

れ
て
い
る
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
資
料
群
は
三
三
点
の
簿
冊
類
か
ら
な

る
が
、
内
容
的
に
は
①
御
用
留
的
な
日
記
類
②
歳
代
記
類
の
二
つ
に
分
け

ら
れ
る
．
①
は
表
紙
に
「
御
用
日
記
」
な
ど
と
記
さ
れ
、
町
奉
行
所
よ
り

布
達
さ
れ
た
「
被
仰
渡
」
や
仲
間
に
か
か
わ
る
で
き
ご
と
を
随
時
書
き
留
め

た
記
録
簿
冊
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
類
に
属
す
る
。
一
時
期
を
部
分
的

に
欠
く
も
の
の
、
宝
暦
年
間
か
ら
明
治
初
期
に
い
た
る
長
期
に
わ
た
る
も
の

が
残
さ
れ
て
お
り
、
質
屋
の
み
な
ら
ず
久
保
田
町
人
社
会
を
知
る
う
え
で
貴

重
な
文
献
資
料
と
い
え
る
．
②
は
、
①
を
も
と
に
重
要
事
項
を
抽
出
し
、
あ

ら
た
め
て
編
年
的
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
．
形
態
的
に
は
②
よ
り
大
型
で

あ
り
、
料
紙
も
上
質
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仲
間
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ

る
「
古
法
」
を
知
る
た
め
の
判
例
集
と
し
て
①
以
上
に
大
切
に
保
管
さ
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
う
ち
最
も
古
い
も
の
と
し
て
表
紙
に

「
延
宝
二
年
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
年
の
編
纂

物
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
年
よ
り
の
記
載
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
ほ
か
、

「
質
家
符
焼
印
名
寄
帳
」
と
題
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
．
こ
れ
は
、
文
化
五
年

の
時
点
で
久
保
田
に
お
い
て
質
屋
を
営
む
者
の
名
前
・
住
所
・
焼
印
を
書
き

上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
諸
帳
簿
は
、
そ
の
内
容
、
及
び
一
括
し
て
伝
存
し
て
い

る
こ
と
か
ら
み
て
、
質
屋
仲
間
の
特
定
の
ポ
ス
ト
に
あ
っ
た
家
が
も
ち
伝
え

て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
以
下
の
検
討
の
な

か
で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

あ
る

一
、
資
料
「
質
屋
仲
間
文
書
」
に
つ
い
て

質
屋
仲
間
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
最
も
古
い
も
の
は
、
「
質
屋
歳
代
記
」

と
題
さ
れ
た
簿
冊
の
冒
頭
に
あ
る
、
延
宝
二
二
六
七
川
）
年
の
徒
書
で
あ

る
。
長
文
で
あ
る
が
、
基
本
的
事
項
を
知
る
う
え
で
好
資
料
で
あ
り
、
紹
介

を
か
ね
て
前
文
を
引
用
す
る
。
（
１
）

一
①
質
屋
五
拾
八
人
之
外
二
人
数
増
申
間
敷
候
、
若
五
拾
八
人
之
内
質
屋

柑
止
除
申
者
候
ハ
、
、
質
屋
を
望
候
者
右
之
跡
へ
入
可
申
候
、
但
中

間
談
合
二
而
落
合
無
之
者
二
候
ハ
、
、
縦
質
屋
あ
き
間
候
共
代
り
之

人
数
二
入
１
冊
敷
候
、
荊
之
通
質
屋
共
罷
出
候
時
分
直
々
御
町
奉
行

衆
ｊ
被
仰
付
候
事

一
②
質
屋
相
止
中
間
除
申
者
其
代
り
二
質
屋
人
数
二
加
り
申
度
と
申
者
候

共
、
相
対
仕
中
間
へ
取
次
叩
入
候
事
可
為
無
用
、
質
屋
除
申
候
者
之

代
り
ハ
中
Ⅲ
之
談
合
二
而
州
究
可
叩
候

一
③
質
屋
望
叩
候
共
、
借
屋
之
者
旅
人
ニ
ハ
質
や
為
致
申
川
敷
候
、
右
ハ

従
公
儀
様
が
被
仰
付
候

一
④
質
屋
二
而
無
之
者
脇
々
二
而
み
た
り
に
質
物
取
申
者
候
ハ
、
、
急
度

遂
吟
味
、
御
公
儀
様
へ
可
申
上
由
、
質
や
中
被
仰
渡
、
於
御
町
中
庄

屋
へ
も
被
仰
渡
候
事

－
５
質
物
取
候
義
不
念
二
而
出
入
之
儀
及
度
々
候
ハ
、
、
中
間
除
キ
、
勿

論
質
屋
為
致
申
間
敷
候
間
、
随
分
出
入
無
之
様
二
相
心
得
可
申
事

ま
ず
最
初
に
、
質
屋
仲
間
の
組
織
と
し
て
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
み
た

い
。

｜
｜
、
質
屋
仲
間
の
組
織
と
そ
の
展
開

（
１
）
仲
間
徒

－99－
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失
物
有
之
由
尋
二
参
候
者
候
ハ
、
、
御
町
奉
行
所
へ
可
被
申
出
由
挨

拶
可
仕
候
、
御
町
奉
行
衆
ざ
書
付
二
而
失
物
之
品
々
御
尋
之
時
分
若

取
当
り
候
ハ
、
御
町
奉
行
衆
迄
可
申
上
由
可
申
渡
事

失
物
之
品
々
取
置
候
質
屋
へ
さ
し
て
申
参
候
ハ
、
、
尤
隠
シ
な
く
挨

拶
可
仕
候
、
則
各
年
之
方
へ
為
知
、
同
日
内
々
二
而
事
済
申
様
二
相

談
可
仕
事

御
町
奉
行
所
が
失
物
之
儀
書
付
二
而
御
尋
被
成
候
ハ
、
、
手
前
二
写

置
、
右
之
失
物
以
来
質
二
参
候
共
取
不
申
候
様
二
随
分
吟
味
可
仕
事

其
身
二
応
せ
さ
る
質
物
持
参
申
者
候
ハ
、
、
其
屋
敷
迄
様
子
聞
届
ケ

候
て
取
可
申
事

御
判
紙
通
判
せ
り
札
其
外
何
二
而
も
御
公
儀
様
御
裏
判
之
書
物
之

類
堅
ク
質
物
二
取
申
間
敷
候
、
若
相
背
候
ハ
、
質
屋
中
間
’
御
公
儀

様
二
急
度
御
披
露
可
申
上
候
事

舟
之
鉄
堂
宮
橋
之
金
物
質
二
取
申
間
敷
事

マ
マ

流
屋
な
り
と
て
染
地
金
具
屋
軽
師
と
き
や
等
之
金
具
金
銀
之
は
つ
し

物
、
刀
脇
指
之
類
、
何
二
而
も
諸
職
人
二
脇
々
か
眺
候
物
之
類
吟
味

仕
、
質
二
取
申
間
敷
候
、
右
之
趣
堅
ク
御
公
儀
様
か
被
仰
付
候

間
、
急
度
相
守
可
申
候
、
但
職
人
之
手
前
二
而
遣
申
候
道
具
之
類
ハ

可
為
格
別

金
銀
二
而
柿
候
道
具
、
同
金
具
之
は
つ
し
物
、
金
銀
之
鍔
等
、
其
主

人
之
手
形
を
請
取
質
二
取
可
申
候
、
相
対
は
か
り
に
て
堅
取
申
間
敷

候
事

各
歳
申
渡
候
時
分
と
か
ふ
分
仕
間
敷
事

新
規
二
質
屋
中
間
へ
入
候
者
跡
々
な
万
事
中
間
二
入
目
銀
五
枚
座
入

五
枚
合
拾
枚
、
其
年
之
格
年
へ
相
渡
シ
可
申
候

毎
年
中
間
寄
合
、
二
月
六
月
九
月
霜
月
可
仕
候
、
相
談
之
儀
も
候

ハ
、
此
外
二
寄
合
可
仕
候

一
⑰
質
屋
之
外
脇
々
二
而
質
取
候
者
之
義
入
札
二
而
寄
合
之
度
々
吟
味

仕
、
口
留
置
可
申
候

一
⑬
仲
間
親
類
之
者
隠
シ
質
取
候
ハ
、
、
其
親
類
之
質
や
が
為
科
料
銀
子

弐
枚
取
可
申
候
、
縦
様
子
不
存
候
共
不
及
異
儀
、
右
之
銀
子
急
度
出

さ
せ
可
申
候

一
⑲
諸
事
質
物
一
道
之
儀
ハ
各
年
へ
相
尋
、
指
図
次
第
可
仕
候
事

右
之
趣
可
相
守
者
也

延
宝
弐
年
寅
極
月
十
七
日
定
惣
中

以
上
で
あ
る
．
と
り
あ
え
ず
内
容
を
整
理
す
る
な
ら
ば
，
①
②
③
⑮
が
仲

間
の
異
動
に
関
す
る
も
の
、
④
⑰
⑱
が
仲
間
の
営
業
特
椛
を
保
障
す
る
規

定
、
⑤
⑨
⑭
が
営
業
上
の
心
得
、
⑥
⑦
⑧
が
失
物
探
索
に
関
わ
る
規
定
、
⑩

～
⑭
は
質
取
を
禁
じ
ら
れ
た
物
品
、
⑯
⑲
が
仲
間
の
運
営
全
体
に
関
わ
る
規

定
事
項
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
延
宝
二
年
の
捷
書
が
、
久
保
田
の
質
屋
仲
間
に
関
す
る

最
も
早
い
史
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
史
料
残
存
の
条
件
に
よ
る
も

（
２
）

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
示
唆
的
な
の
は
、
後
年
の
各
日
記
に
し

ば
し
ば
延
宝
二
年
の
徒
が
引
用
さ
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
文

政
年
間
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

吉
川
様
両
方
役
人
ｌ
注
引
用
き
ざ
被
仰
聞
ニ
ハ
、
古
来
日
記
御
証
文

い
か
坐
被
仰
渡
候
哉
御
尋
御
座
候
故
、
延
宝
年
中
４
被
仰
付
候
日
記
喜

右
衛
門
持
参
、
則
角
兵
衛
様
江
御
内
々
御
目
か
け
、
古
来
被
仰
付
候
訳

柄
喜
右
衛
門
申
上
候
（
二
○
○
四
）

つ
ま
り
、
後
年
の
仲
間
中
の
意
識
に
、
こ
の
延
宝
二
年
の
徒
書
こ
そ
質
屋

仲
間
組
織
の
基
本
法
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
（
な

お
、
史
料
中
に
「
喜
右
衛
門
」
と
あ
る
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
質
屋
仲
間

の
下
代
で
あ
る
）
．
ま
た
、
文
政
二
年
の
町
奉
行
へ
の
上
申
書
で
は
、
質
屋

８
１
９
⑬
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を
五
八
軒
と
定
め
お
か
れ
た
の
は
延
宝
二
年
の
十
二
月
十
三
Ⅱ
で
あ
る
と
Ⅲ

言
し
て
い
る
（
二
○
○
四
）
。

久
保
田
の
成
立
後
に
限
っ
て
み
て
も
、
質
屋
の
存
在
自
体
は
初
期
よ
り
想

定
し
う
る
が
、
右
の
こ
と
か
ら
す
る
と
質
屋
仲
間
の
成
立
時
期
は
延
宝
二
年

を
大
き
く
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
質
屋
仲
間

の
成
立
年
代
を
正
確
に
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
右
の
延
宝
二
年
の

徒
書
が
久
保
佃
に
お
け
る
質
屋
仲
間
の
初
期
的
な
あ
り
方
を
示
す
史
料
と
考

え
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
考
え
る
。

さ
て
、
以
下
で
は
お
の
徒
書
を
基
礎
史
料
と
し
な
が
ら
、
仲
間
運
桝
に
関

す
る
い
く
つ
か
の
事
項
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

右
の
徒
書
に
あ
る
よ
う
に
、
規
定
さ
れ
た
株
数
は
五
八
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
以
後
一
時
的
に
一
軒
が
増
え
、
五
九
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
文
化

期
の
改
編
が
あ
る
ま
で
変
化
は
な
い
。
た
だ
し
、
経
済
的
環
境
の
変
動
に
よ

り
、
実
質
的
に
営
業
を
行
う
質
屋
の
数
が
減
少
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
．
た
と

え
ば
、
宝
暦
の
銀
札
仕
法
の
影
郷
が
さ
め
や
ら
な
い
安
永
二
（
一
七
七
三
）

年
の
段
階
で
は
、
質
株
所
有
者
が
二
○
軒
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
従
来
通

り
営
業
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
七
軒
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
二
○
○

七
）
。
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
段
階
で
は
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
の

株
手
形
判
改
め
を
土
台
と
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
異
動
を
整
理
し
た
う
え

で
、

質
屋
仲
間
五
拾
八
軒
之
所
、
何
シ
之
頃
が
壱
軒
相
増
候
哉
相
知
不
申
候

二
付
、
此
度
田
中
屋
五
右
衛
門
御
町
払
二
相
成
候
故
、
依
之
家
符
相
除

キ
相
改
、
五
拾
八
軒
二
相
定
候
（
３
）

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
実
質
的
な
営
業
軒
数
に
変
動
は
み
ら
れ
る
も
の

（
２
）
員
数
・
異
動

の
、
株
数
に
お
い
て
は
延
宝
二
年
よ
り
寛
政
六
年
に
至
る
ま
で
大
き
な
変
化

は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
体
制
が
大
き
く
崩
れ
た
の
が
、
文
化
五
（
一
八
○
八
）
年
で
あ
っ

た
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
寛
政
八
年
に
は
「
惣
質
屋
二
十
一
軒
」
と
あ

る
ご
と
く
、
実
際
に
は
大
き
な
変
動
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

う
け
て
質
株
札
の
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

従
先
年
質
屋
家
符
為
指
印
証
も
無
之
二
付
、
譲
家
符
二
相
成
候
節
は
名

前
書
替
一
通
二
而
罷
有
候
処
、
年
代
州
過
候
上
二
彼
是
労
煩
之
次
第
も

出
来
致
候
故
、
先
役
共
勤
巾
仲
間
家
符
焼
印
渡
置
候
事
二
致
度
叩
会
候

得
共
、
其
事
不
果
打
過
居
候
所
、
近
来
又
々
譲
家
符
之
義
二
付
労
煩
出

来
、
既
御
苦
柄
二
も
相
至
候
程
之
義
有
之
、
依
之
此
度
仲
間
為
取
締
質

家
符
焼
印
相
渡
置
候
、
以
来
新
質
屋
譲
家
符
願
之
者
有
之
候
ハ
、
、
右

家
符
札
引
上
、
新
質
屋
願
之
者
へ
仲
間
ざ
別
札
相
改
渡
置
候
事
二
仲
間

申
会
一
而
、
覚
相
定
置
候

こ
れ
は
文
化
五
年
の
「
質
家
符
焼
印
名
寄
帳
」
（
二
○
○
三
）
の
記
救
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
始
め
て
「
家
符
焼
雪
印
」
が
配
布
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
も
「
合
弐
拾
八
粁
右
質
屋
江
斗
焼
印
渡
」
と
あ
り
、
こ
の

文
化
五
年
時
に
お
い
て
実
質
的
に
質
を
営
業
し
て
い
た
も
の
の
み
を
対
象
と

し
、
そ
の
数
を
二
八
軒
と
し
た
の
で
あ
る
（
二
○
○
二
）
。
引
用
史
料
の
末
尾

の
表
現
か
ら
は
、
希
望
の
者
が
あ
れ
↑
は
交
付
す
る
含
み
を
残
し
て
い
る
が
、

実
質
的
に
は
株
数
の
再
整
理
で
あ
り
、
そ
の
数
は
大
き
く
縮
小
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
天
保
期
に
は
さ
ら
に
大
き
な
改
編
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
章
を
改
め
て
述
べ
る
。

加
入
の
際
の
原
則
は
、
延
宝
二
年
の
徒
書
に
み
え
る
通
り
で
あ
る
．
借
家

人
や
他
領
商
人
を
対
象
か
ら
排
除
し
て
い
る
点
は
、
お
お
む
ね
他
の
業
称
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
新
規
加
入
の
原
則
の
な
か
で
最
も
注
目
し
て
お

く
べ
き
点
は
、
そ
の
条
件
と
し
て
仲
間
の
協
議
に
よ
る
合
意
が
必
要
で
あ
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り
、
除
籍
さ
れ
る
者
が
相
対
で
後
任
を
推
薦
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
株
仲
間
の
象
徴
的
な
規
定
事
項
で
あ
り
、
ま
た
組
織

の
排
他
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
原
則
が
権
力
の
側
か
ら
破
ら
れ
た
事

例
が
二
度
あ
る
。
一
度
は
宝
暦
八
年
の
銀
札
仕
法
執
行
の
直
後
で
あ
り
、
一

度
は
天
保
飢
睦
の
直
後
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
詳
述

す
る
。な

お
、
「
再
興
勤
続
伝
」
に
は
、
明
和
五
年
か
ら
天
保
年
間
に
い
た
る
質

株
札
の
移
動
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
整
理
し
た
も
の
が
表

（
後
掲
）
で
あ
る
。
ま
ず
、
質
屋
の
所
在
地
に
つ
い
て
み
る
と
、
半
数
以
上

が
大
町
三
町
と
茶
町
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
両
町
が
古
く
よ
り
久
保

田
の
中
心
地
と
し
て
草
分
け
の
有
力
商
人
が
居
住
す
る
町
で
あ
っ
た
こ
と
に

対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
各
町
に
散
在
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
よ
う
。
第
二
に
、
株
札
の
移
動
が
非
常
に
多
い
。
半
数
以
上
が
こ

れ
以
降
第
三
者
に
移
動
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
質
屋
経
営
が
決
し
て
安
定

的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
移
動
先
は
や
は
り
全
体

に
お
よ
ん
で
い
る
が
、
馬
口
労
町
・
鍛
冶
町
・
上
川
口
町
・
向
馬
口
労
町
・

四
拾
間
堀
川
端
町
な
ど
、
久
保
田
の
中
心
部
か
ら
み
る
と
、
周
縁
的
な
と
こ

ろ
に
位
置
す
る
町
が
ふ
え
て
い
る
。

町
奉
行
所
の
質
問
に
対
し
て
一
町
庄
屋
が
答
申
し
た
も
の
の
な
か
に
次
の

よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

マ
マ

質
屋
仲
伴
二
而
格
年
井
親
父
役
と
申
者
有
之
、
下
役
二
は
鈴
木
喜
右
衛

門
と
申
者
古
来
ｊ
相
勤
取
担
罷
在
（
後
略
）
（
二
○
’
二
○
）

こ
こ
に
三
つ
の
役
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
格
年
役
は
、
先
の
徒
書

で
「
各
歳
」
や
「
各
年
」
と
み
え
る
の
が
そ
れ
で
、
常
時
二
名
が
置
か
れ
る

（
３
）
諸
役

の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
他
の
商
売
で
も
同
様
で
、
家
督
商
売
と
し

て
町
に
固
定
さ
れ
た
業
種
で
あ
っ
た
肴
稼
業
に
つ
い
て
も
格
年
役
は
置
か
れ

〔
４
）

て
い
た
。
質
屋
仲
間
の
場
合
は
、
銀
札
仕
法
に
関
わ
る
出
入
り
に
よ
り
宝

暦
八
年
か
ら
一
定
期
間
格
年
役
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
明
和
三
年
に
再
置

さ
れ
幕
末
に
至
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
仲
間
組
織
の
代
表
的
な
役
と
い
う
べ
き

も
の
で
、
町
奉
行
所
と
の
交
渉
や
仲
間
へ
の
回
文
触
れ
流
し
等
を
管
轄
し
、

町
方
へ
の
仲
間
の
上
申
も
こ
の
格
年
役
の
名
で
提
出
さ
れ
る
の
が
通
例
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
個
々
の
仲
間
の
桃
成
員
か
ら
仲
川
に
対
し
て
要
求
が
出
さ

れ
る
場
合
も
、
こ
の
格
年
役
宛
に
提
出
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
一
年
毎
に
交
替

す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
決
し
て
仲
間
中
に
お
い
て
特
権
的
な
立
場
に
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。

親
父
役
は
、
仲
間
に
お
け
る
長
老
的
な
存
在
で
あ
り
、
四
、
五
人
が
常
置

さ
れ
た
．
「
親
父
衆
杯
は
別
而
御
内
町
（
侍
町
ｌ
注
引
用
者
）
御
出
入
屋
敷

も
有
之
」
と
い
う
平
質
屋
の
感
想
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
仲
間
の
な
か
で
も

経
済
的
力
量
に
す
ぐ
れ
、
武
家
と
の
関
係
も
密
接
な
家
柄
が
多
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
仲
間
全
員
に
よ
る
惣
寄
合
が
招
集
さ
れ

審
議
さ
れ
た
が
、
通
常
の
案
件
は
こ
の
親
父
役
の
寄
合
に
よ
っ
て
協
議
さ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
鈴
木
喜
右
衛
門
と
い
う
「
下

役
」
の
存
在
で
あ
る
。
明
和
期
の
日
記
に
す
で
に
そ
の
名
前
が
み
え
る
の

で
、
早
い
段
階
か
ら
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
職
務
を
一
言

で
い
え
ば
、
仲
間
運
営
に
関
わ
る
庶
務
一
般
を
請
け
負
う
役
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
な
か
で
も
重
要
な
役
割
に
、
諸
事
の
記
録
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
文
政
六
年
の
日
記
の
表
紙
裏
に
は
、
「
十
代
鈴
木
喜
右
衛
門
如
」

と
記
し
て
い
る
（
二
○
○
凹
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
の
年
代
の
日
記
に
も

し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
．
即
ち
、
先
に
検
討
し
た
諸
史
料
の
う
ち
①
の
タ
イ
プ

の
簿
冊
類
は
、
鈴
木
喜
右
衛
門
と
い
う
下
役
が
筆
録
し
た
も
の
と
断
定
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
本
稿
が
分
析
対
象
と
し
て
い
る
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「
質
屋
仲
間
文
書
」
全
体
が
、
鈴
木
喜
右
衛
門
家
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
き

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
十
代
鈴
木
喜
右
衛
門
」

と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
下
役
と
い
う
ポ
ス
ト
が
同
一
の
家
に
よ
っ
て

継
承
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
年
ご
と
の
輪
番
を
原
則
と

す
る
格
年
役
よ
り
も
、
同
家
こ
そ
記
録
を
保
管
す
る
役
割
を
担
う
の
に
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
文
政
六
年
の
日
記
の
記
事
に
よ
る
と
、
仲
間
組
織
の
運
営
の
み
な

ら
ず
、
質
方
に
関
す
る
こ
と
は
す
べ
て
鈴
木
喜
右
衛
門
が
渉
外
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
理
由
を
日
記
は
、
「
諸
事
質
方
へ
出
入
被
成

候
節
手
代
と
も
差
遣
候
而
ハ
万
事
は
か
と
り
不
申
候
、
何
角
一
人
取
扱
候
ヘ

ハ
ロ
々
二
相
成
不
申
候
」
と
述
べ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
二
ケ
年
御
壱
人
壱
貫

文
シ
、
別
段
合
力
永
々
被
仰
付
候
」
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
た
と
し
て
い
る

（
二
○
○
四
．
即
ち
、
鈴
木
喜
右
衛
門
は
、
質
屋
仲
間
に
よ
っ
て
雇
わ
れ
た

存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
喜
右
衛
門
自
身
は
質
屋
を
営
ん
で
お
ら
ず
、
下
役

を
専
門
と
す
る
家
柄
で
あ
っ
た
。
日
記
を
み
る
と
文
政
六
年
以
前
よ
り
し
ば

し
ば
鈴
木
喜
右
衛
門
が
渉
外
役
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
仲
間
構

成
員
が
不
断
に
変
化
す
る
と
い
う
実
情
の
な
か
で
、
町
方
の
尋
問
や
置
主
の

法
外
な
申
し
掛
け
に
対
し
、
豊
富
な
先
例
を
も
っ
て
古
法
を
主
張
し
う
る
存

在
は
、
こ
の
鈴
木
喜
右
衛
門
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
仲
間
の
組
織
的
な
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
。
こ
こ
で
明
ら

か
に
な
っ
た
事
項
が
、
他
の
商
売
仲
間
に
も
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
は
今
後

の
検
討
に
待
ち
た
い
。

三
、
失
物
探
索
と
質
屋
仲
間

（
１
）
失
物
探
索
の
シ
ス
テ
ム

質
屋
が
、
近
世
都
市
に
お
け
る
重
要
な
金
融
機
関
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
同
時
に
紛
失
物
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
は
た
す
と
い
う
点
で
、

公
権
力
の
警
察
機
能
に
連
な
る
側
面
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
質
屋
の
機
能

は
、
市
中
よ
り
町
方
に
紛
失
物
（
盗
品
を
含
む
）
の
届
け
が
あ
っ
た
際
に
町

方
か
ら
質
屋
仲
間
に
通
達
が
あ
っ
て
始
動
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に

は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
ま
ず
最
初
に
失
物
詮
議
に
関
す
る
定
書
を
み
て
み

よ
う
。一

失
物
有
之
由
質
屋
へ
尋
参
候
ハ
、
相
対
二
而
返
さ
す
、
町
奉
行
所
へ
被

申
候
様
二
と
可
申
渡
、
其
仁
此
方
へ
申
出
候
ハ
、
、
質
屋
格
年
之
者
を

以
品
々
書
付
に
て
相
尋
可
申
候
、
質
や
二
取
置
候
物
有
之
侭
二
可
申

出
、
若
取
候
道
具
隠
し
置
、
後
日
二
露
顕
候
ハ
、
、
質
屋
可
為
曲
事

一
盗
物
質
二
取
当
り
候
ハ
、
、
質
物
ハ
町
奉
行
所
迄
指
上
、
町
奉
行
よ
り

被
盗
候
仁
へ
相
返
し
可
申
候
、
代
銀
ハ
質
や
損
二
可
仕
候
、
価
如
件

（
二
○
○
二

こ
の
定
書
は
、
前
章
の
冒
頭
に
引
用
し
た
延
宝
二
年
の
徒
書
と
同
日
に
、

町
方
よ
り
通
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
半
部
分
は
、
徒
害
と
同
様
の
原

則
を
述
べ
て
い
る
。
後
半
部
分
で
は
、
盗
品
は
川
方
に
引
き
上
げ
、
代
銀
は

質
屋
の
支
払
い
損
と
い
う
点
が
お
も
し
ろ
い
。
他
の
部
分
で
「
質
物
置
候

者
、
屋
敷
其
仁
之
様
子
催
聞
届
ケ
質
物
取
可
申
事
、
仮
令
屋
敷
聞
届
ヶ
申
候

共
弐
三
度
も
引
付
候
者
無
之
候
ハ
、
可
為
無
用
事
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
質
取
の
際
の
置
主
の
人
物
評
価
は
、
質
屋
に
と
っ
て
の
最
小
限
の
義

務
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
怠
っ
た
こ
と
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
い
う
意
味

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
日
記
類
の
表
題
を
み
て
い
く
と
、
大
変

興
味
深
い
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
嘉
永
一
（
一
八
四
八
）
年

の
場
合
を
例
に
と
れ
ば
、
「
表
詮
議
御
用
日
記
」
と
「
内
吟
味
御
用
日
記
」

と
い
う
二
冊
の
簿
冊
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
三
○
三
一
、
二
○
二

二
）
。
ど
う
や
ら
、
質
屋
を
通
じ
て
の
紛
失
物
詮
議
に
は
「
表
」
と
「
内
」

の
二
通
り
の
方
法
が
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
先
の
延
宝
二
年
の
定
書
は

－95－
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ほ
と
ん
ど
原
則
的
な
こ
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
が
、
寛
政
八
（
一
七
九
六
）

年
に
失
物
探
索
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
が
あ
る
の
で
、
「
表
吟
味
」
と
「
内

吟
味
」
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
そ
の
仕
組
み
を
検
討
し
て
み

た
い
。
長
文
な
の
で
、
要
点
に
関
わ
る
部
分
を
引
用
す
る
三
○
○
三
。

定

一
①
御
家
中
様
町
方
共
二
失
物
有
之
由
内
々
質
屋
吟
味
願
申
参
候
而
も
、

マ
マ
マ
マ

御
仕
配
拝
町
奉
行
所
さ
被
仰
付
無
之
儀
は
、
内
々
た
り
と
も
手
前
と

し
て
吟
味
筋
相
成
兼
候
様
二
挨
拶
可
申
事

但
御
当
人
内
々
町
奉
行
迄
申
立
候
而
は
表
向
之
事
二
相
成
、
し
ゐ

て
相
頼
候
と
も
取
請
申
間
鋪
候
、
附
り
、
質
屋
仲
間
之
内
、
親
類

之
内
さ
内
々
吟
味
願
筋
二
付
惟
成
仁
に
候
ハ
、
吟
味
筋
不
苦
候
、

尤
質
屋
二
而
取
当
り
之
品
当
人
品
二
無
間
違
候
ハ
、
、
御
定
之
通

元
利
井
受
返
シ
証
文
為
指
出
可
申
候
、
尤
質
屋
井
置
主
為
知
申
間

敷
事

一
②
御
上
様
ｊ
御
詮
議
被
仰
付
節
は
、
御
書
付
二
而
質
屋
仲
間
催
促
致
申

渡
候
事
も
有
之
、
又
ハ
廻
文
以
相
触
候
義
も
有
之
候
、
尤
取
質
仕
候

者
有
之
節
は
、
質
屋
ざ
申
出
候
書
揚
（
割
注
略
）
御
役
所
へ
御
届
巾

上
事
、
但
取
質
之
者
無
之
節
は
格
年
ｊ
書
附
以
御
届
可
申
上
事
（
割

注
略
）

一
③
御
詮
義
被
仰
付
取
質
之
者
有
之
瑚
、
置
主
重
キ
御
屋
敷
方
名
前
有
之

候
と
も
、
先
々
間
合
等
不
及
候
、
但
置
主
被
盗
取
候
御
方
下
人
井
屋

敷
借
等
二
候
ハ
、
、
手
前
抱
置
人
事
故
御
詮
義
二
相
成
候
と
も
元
利

銭
ヲ
以
受
返
シ
候
事
二
御
定
被
下
置
候
（
割
注
略
）
附
り
、
置
主
催

成
者
二
而
他
屋
敷
有
之
者
、
警
は
両
人
篭
舎
等
致
候
而
も
、
元
利
銭

指
出
、
其
品
請
返
し
候
事
二
候
、
若
シ
不
惟
成
置
主
二
候
ハ
、
元
利

損
毛
相
成
候

一
④
於
御
役
所
御
奉
行
様
井
二
御
取
次
役
衆
ざ
内
々
吟
味
被
仰
付
候
節

寺
マ

は
、
御
詮
儀
同
用
二
吟
味
可
致
事
（
割
注
略
）
、
但
シ
右
置
主
名
前

其
質
屋
為
御
知
不
申
儀
ハ
古
来
ｊ
質
屋
古
法
二
而
如
斯
二
候
（
割
注

略
）

（
一
箇
条
略
）

一
⑤
御
詮
儀
被
仰
付
取
質
之
者
有
之
、
置
主
御
尋
之
節
、
質
帳
面
指
上
可

申
段
被
仰
付
候
時
右
帳
面
指
上
申
候
、
尤
〔
其
置
主
名
前
斗
り
明

ケ
、
外
名
前
之
所
へ
張
紙
致
指
上
申
候
事
、
御
暦
々
様
御
名
前
有
之

候
故
、
仲
間
格
式
二
候
〕
（
〔
〕
内
は
割
注
）

一
⑥
御
家
中
様
ｊ
被
盗
物
二
付
置
主
御
尋
有
之
候
共
、
其
儀
質
屋
格
式
二

而
御
上
様
ざ
被
仰
付
無
之
候
得
は
難
申
上
挨
拶
可
致
事
（
下
略
）

二
箇
条
略
）

一
⑦
質
流
も
の
指
出
、
大
町
又
は
何
方
之
店
江
売
払
候
所
御
家
中
様
其
品

見
当
り
、
此
品
手
前
紛
失
之
品
二
候
、
何
方
之
者
な
取
質
致
候
哉
之

趣
御
尋
二
候
と
も
、
其
儀
ハ
私
と
も
支
配
所
ざ
被
仰
付
無
之
候
得
は

難
申
上
挨
拶
可
致
事
（
下
略
）
（
二
○
○
二
）

こ
の
徒
書
に
お
い
て
ま
ず
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
紛
失
物
の
吟
味
は
原
則

と
し
て
必
ず
町
奉
行
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る

（
①
）
．
こ
れ
は
、
武
家
方
か
ら
の
盗
品
探
索
の
依
頼
に
つ
い
て
も
同
様
の

こ
と
と
、
あ
え
て
一
箇
条
を
設
け
て
強
調
し
て
い
る
（
⑥
）
。
第
二
は
先

に
述
べ
た
「
表
吟
味
」
「
内
吟
味
」
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
右
の
徒
書

に
は
そ
の
よ
う
な
表
記
は
な
い
が
、
よ
く
読
む
と
「
御
詮
議
」
と
「
内
々
吟

味
」
と
い
う
二
つ
の
探
索
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
が

「
表
」
と
「
内
」
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
い
ず
れ
の

場
合
で
あ
っ
て
も
、
町
方
か
ら
質
屋
仲
間
に
指
示
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
「
内
吟
味
」
で
あ
っ
て
も
町
方
よ
り
の

－94－
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指
示
が
あ
っ
て
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
り
（
④
）
、
決
し
て
失
物
主
と
質
屋
の

相
対
処
理
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
表
」
と
「
内
」
を
区
別
す
る
も
の
は
何
か
。
「
内
吟
味
」
に

つ
い
て
は
④
の
条
項
が
、
そ
の
お
お
よ
そ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
該
当
の
品
が
あ
っ
た
場
合
は
、
元
利
銭
と
引
き
替
え
に
品
主
に
引
き
渡

す
こ
と
、
し
か
し
も
そ
の
品
に
関
わ
っ
た
置
主
と
質
屋
の
名
前
は
披
露
し
な

い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
表
吟
味
」
に
つ
い
て
は
③
が
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
は
若
干
他
の
史
料
に
よ
る
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
「
御
上
様
ｊ
御
詮
儀
二
相
成
候
ヘ
ハ
、
御
引
揚
被
成
置
候
様
被
仰
付
候
」

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
は
、
「
御
詮
儀
」
Ｉ
「
表
吟
味
」
の
場
合
は
、
そ

の
品
物
を
質
取
し
た
質
屋
か
ら
町
奉
行
所
に
引
き
上
げ
る
の
が
原
則
で
あ
っ

た
．
右
の
徒
書
の
③
で
は
む
し
ろ
「
表
吟
味
」
で
も
置
主
が
確
か
な
場
合

は
そ
の
品
の
本
来
の
所
有
者
か
ら
元
利
銭
を
受
け
取
っ
て
引
き
渡
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
「
表
吟
味
」
は
「
御
引

揚
」
が
原
則
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
は
、
「
置
主
催
成
者
」
の
場
合
の
元
利

銭
の
保
証
は
質
屋
仲
間
の
訴
願
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
か

ら
の
規
定
事
項
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
質
屋
仲
間
と
町
方
と
の
ト

ラ
ブ
ル
は
こ
の
点
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
と
り
わ
け
置

品
が
盗
品
で
あ
る
場
合
に
は
、
後
年
ま
で
見
解
の
対
立
が
生
ず
る
こ
と
が
少

な
く
な
か
っ
た
。

さ
て
、
論
を
先
の
徒
書
に
も
ど
そ
う
。
注
意
す
べ
き
第
三
の
点
は
、
で
き

る
だ
け
置
主
と
取
質
し
た
質
屋
の
名
前
を
秘
匿
す
べ
し
と
い
う
意
識
が
み
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
（
④
）
。
こ
れ
は
、
「
内
吟
味
」
の
場
合
は
絶
対
的
な
原
則

と
さ
れ
、
「
表
吟
味
」
の
場
合
で
も
一
件
に
関
わ
ら
な
い
他
の
置
主
の
名
前

は
「
張
紙
」
を
し
て
帳
簿
を
披
露
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
⑤
）
．
こ
の

点
は
、
質
屋
仲
間
独
自
の
申
し
合
わ
せ
か
ら
つ
く
ら
れ
た
規
定
と
み
る
べ
き

で
あ
り
、
権
力
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
仲
間
の
一
定
度
の
自
立
性
を
示
す
側

面
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
は
、
い
わ
ば
法
令
を
通
し
て
の
検
討
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
「
失

物
」
探
索
の
機
能
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
。
こ
の
点
を
、
主
と
し
て

日
記
類
に
よ
り
な
が
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
嘉
永
元
年
と
時
代
は
下
が
る
が
、
「
内
吟
味
」
の
事
例
を
あ
げ
よ

う
．
同
年
の
日
記
の
冒
頭
に
、
「
高
畑
堅
蔵
様
ｊ
内
吟
味
被
仰
付
候
品
覚
」

と
あ
る
記
事
で
あ
る
。
町
方
の
指
示
を
う
け
て
、
仲
間
内
で
吟
味
の
結
果
、

大
町
三
丁
目
の
佐
藤
岩
松
方
に
お
い
て
そ
れ
と
思
わ
れ
る
質
物
が
あ
っ
た
の

で
、
下
役
鈴
木
喜
右
衛
門
が
そ
の
品
を
町
奉
行
所
に
持
参
し
た
時
の
様
子
で

あ
る
。

高
畑
様
被
仰
候
様
ハ
、
只
今
見
候
処
右
品
へ
相
違
無
之
様
二
被
存
候
、

只
今
手
紙
ヲ
以
品
主
へ
申
遣
候
、
乍
然
ひ
ん
ほ
人
故
百
七
拾
貫
文
杯
指

マ
マ

出
事
六
ケ
敷
も
の
二
候
、
何
れ
銭
才
角
迄
質
屋
へ
入
置
候
外
有
之
間
敷

よ
し
御
咽
二
候
、
籾
直
殿
よ
ぐ
か
し
候
杯
御
珊
二
候
、
何
れ
此
方
ざ
沙

汰
可
致
被
仰
付
候
故
罷
帰
候
（
二
○
二
一
）

高
畑
堅
蔵
は
町
奉
行
配
下
の
取
次
役
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
内
吟
味
」

の
場
合
で
も
、
町
方
を
経
て
質
屋
仲
間
へ
指
示
が
下
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
ま
た
、
元
所
有
者
よ
り
元
利
銭
支
払
い
の
上
質
物
が
返
却
さ
れ
る

取
り
決
め
で
あ
る
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。

次
に
、
家
中
か
ら
直
接
質
屋
へ
吟
味
の
依
頼
が
出
さ
れ
た
場
合
の
事
例
を

二
つ
紹
介
し
よ
う
。
す
で
に
徒
書
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合

は
拒
否
す
る
定
め
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

一
一
跡
）

安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
の
例
（
二
○
三
○
）
。
竹
貫
専
右
衛
門
方
よ
り
鈴

木
喜
右
衛
門
に
対
し
、
内
々
に
て
直
接
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
用
件
は
、
家
内

（
２
）
「
失
物
」
探
索
の
実
際

３
１

９
侶
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の
品
物
を
も
っ
て
下
人
が
欠
落
し
た
の
で
、
「
定
而
質
屋
之
内
へ
質
入
二
而

可
有
之
間
、
其
元
情
分
を
以
内
々
質
屋
吟
味
頼
入
度
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
喜
右
衛
門
は
、
そ
の
下
人
の
出
入
り
の
質
屋
を
特
定
で

き
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

左
様
二
候
得
ハ
惣
質
屋
吟
味
不
仕
候
得
は
難
相
知
候
、
左
様
二
仕
候
時

ハ
内
々
二
而
ハ
一
統
吟
味
仕
候
事
故
、
御
上
様
へ
相
拘
り
候
事
二
而
私

二
難
相
成
（
中
略
）
内
々
吟
味
之
儀
被
仰
付
候
ヘ
ハ
、
右
品
質
屋
二
有

之
時
ハ
元
利
銭
を
以
御
請
返
し
被
成
候
、
置
主
等
之
儀
不
申
上
物
二
御

座
候
，
御
内
々
御
下
代
衆
二
而
も
御
頼
被
成
候
ヘ
ハ
御
下
代
衆
さ
御

内
々
被
仰
上
候
而
、
私
へ
被
仰
付
候
事
二
御
座
候

こ
こ
で
も
「
内
吟
味
」
の
原
則
、
即
ち
所
有
者
よ
り
元
利
金
返
済
の
う
え

請
け
戻
し
の
形
を
と
る
こ
と
、
置
主
の
披
露
は
し
な
い
こ
と
な
ど
が
確
認
さ

れ
て
い
る
が
、
町
方
へ
の
窺
い
方
に
つ
い
て
も
「
内
々
」
で
あ
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。
「
内
々
」
で
あ
る
に
し
て
も
町
奉
行
の
関
知
す
る
結
果
と

な
る
わ
け
で
、
「
表
吟
味
」
と
な
る
か
「
内
吟
味
」
で
す
ま
せ
る
か
は
、
ほ

と
ん
ど
紛
失
主
の
意
思
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
次
は
安
永
七
年
の
事
例
で
あ
る
（
二
○
○
八
）
。
佐
竹
東
家
よ
り
、

紛
失
し
た
脇
差
に
つ
い
て
内
々
に
質
屋
仲
間
を
吟
味
し
た
い
旨
の
申
し
出
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
質
屋
仲
間
か
ら
の
返
答
は
、
「
質
屋
吟
味
之
義
ハ
何
方
様

ざ
御
頼
被
仰
付
候
而
も
格
年
自
分
と
し
て
質
屋
吟
味
仕
候
義
ハ
難
成
」
「
質

屋
吟
味
之
義
ハ
内
々
被
仰
付
候
而
‘
御
町
’
被
仰
付
無
之
候
ヘ
ハ
、
自
分
と

し
て
質
屋
帳
面
吟
味
申
義
ハ
御
法
有
之
難
相
成
候
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
東
家
と
い
え
ば
、
知
行
地
は
も
た
な
い
も
の
の
、
佐
竹
家
の
一
門
で
あ

る
。
事
実
、
東
家
は
こ
の
時
「
左
様
も
可
有
之
候
へ
共
外
屋
敷
共
相
違
」
う

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
質
屋
仲
間
の
回
答
は
、
古
法
を
た
て

に
と
っ
た
一
徹
な
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
「
表
吟
味
」
に
関
わ
る
史
料
を
あ
げ
よ
う
．
嘉
永
一
年
五
月
、
町
回

り
同
心
よ
り
質
屋
下
役
鈴
木
喜
右
衛
門
に
対
し
、
緊
急
の
質
物
吟
味
に
つ
い

て
は
町
方
の
手
の
者
を
以
て
吟
味
し
た
い
旨
の
通
達
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
鈴
木
喜
右
衛
門
は
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。

質
屋
共
之
儀
ハ
兼
而
奉
申
上
候
通
り
、
御
詮
儀
御
吟
味
之
品
御
町
処
二

相
限
り
候
事
二
候
得
共
、
外
人
御
出
質
屋
吟
味
之
事
不
相
成
候
、
其
せ

マ
マ

ん
ハ
大
帳
之
儀
ハ
御
家
中
暦
々
様
御
品
御
道
具
類
有
之
、
御
目
二
か
け

難
儀
有
之
候
事
二
、
御
時
せ
つ
か
ら
之
事
故
出
入
も
し
け
ぐ
候
得
ハ
、

右
御
吟
味
成
二
而
御
役
方
御
出
吟
味
致
候
ハ
、
外
々
様
さ
し
か
け
急
な

る
御
用
有
之
品
も
の
出
入
有
之
候
共
、
御
吟
味
成
被
仰
付
候
御
方
も
御

用
向
故
早
々
杯
御
叩
二
候
ハ
、
、
取
遣
り
さ
わ
り
州
成
候
事
目
前
二
御

座
候
（
二
○
一
二
）

こ
の
喜
右
衛
門
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
「
御
詮
儀
」
Ⅱ
「
表
吟
味
」
と
い
え

ど
も
質
屋
の
内
部
に
関
わ
る
吟
味
筋
は
、
町
方
か
ら
の
指
示
と
い
う
原
則
を

保
ち
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
調
査
は
質
屋
仲
間
自
身
の
手
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
町
方
の
直
接
の
介
入
を
拒
否
す
る
か
た
ち
で
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ

か
る
．
こ
の
点
は
、
相
対
で
の
質
物
吟
味
の
拒
否
と
な
ら
ん
で
、
質
屋
仲
間

の
自
立
性
を
示
す
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
一
面
で
権
力
機
構
の
末
端
に
位
置
付
け
ら
れ

な
が
ら
も
、
他
面
で
権
力
を
含
む
第
三
者
の
介
入
を
拒
否
し
つ
づ
け
る
体
制

を
保
っ
た
と
こ
ろ
に
、
質
屋
に
対
す
る
利
用
者
側
の
信
頼
が
維
持
さ
れ
る
要

素
が
あ
る
．
次
章
で
み
る
よ
う
に
、
質
屋
は
家
中
の
武
士
か
ら
下
層
民
に
い

た
る
ま
で
、
都
市
住
民
に
と
っ
て
唯
一
の
金
融
機
関
で
あ
っ
た
。
町
方
主
導

の
盗
品
探
索
の
下
部
機
関
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
質
置

主
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
全
と
い
う
点
で
問
題
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
が
、

こ
の
部
分
を
抑
え
る
役
割
を
は
た
し
た
の
が
、
質
屋
仲
間
の
吟
味
に
対
す
る

第
三
者
の
介
入
拒
否
の
原
則
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
吟
味
方

の
指
示
系
統
と
し
て
町
方
に
一
本
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
町
方
の
介
入
を
招

２
〕
９
伯
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前
章
で
み
た
よ
う
に
、
質
屋
に
は
、
上
級
家
臣
を
含
む
武
士
た
ち
の
多
数

の
出
入
り
が
あ
り
、
久
保
田
在
住
の
家
臣
間
の
生
活
を
金
融
面
で
さ
さ
え
る

重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
質
屋
の
存

在
は
，
家
臣
団
に
と
ど
ま
ら
ず
、
庶
民
生
活
に
お
い
て
も
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
質
営
業
の
停
滞
を
厳
し
く
た
し
な
め
た

明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
の
町
奉
行
か
ら
の
通
達
は
、
「
御
内
町
井
二
端
々

者
迄
も
今
日
二
相
拘
り
迷
惑
二
相
成
候
間
（
中
略
）
、
各
々
出
精
致
候
様
二

仲
伴
遂
相
談
、
融
通
致
候
様
」
（
二
○
○
七
）
と
述
べ
て
い
る
し
、
ま
た
天
保

一
○
年
に
運
転
資
金
と
し
て
町
方
備
金
の
拝
借
を
願
い
出
た
仲
間
の
願
書
で

は
、
「
小
間
居
之
者
難
渋
二
相
及
候
二
付
、
小
質
之
分
は
日
々
之
繰
合
を
以

少
々
宛
取
質
仕
罷
有
候
」
と
述
べ
て
い
る
（
二
○
一
二
）
。
「
端
々
之
者
」
あ
る

い
は
「
小
間
居
之
者
」
即
ち
都
市
下
層
民
の
生
活
維
持
に
お
い
て
、
質
屋
の

存
在
が
大
き
な
位
置
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
近
世
都
市
久

保
田
の
生
活
空
間
は
、
そ
の
身
分
に
よ
っ
て
侍
町
と
町
人
町
と
が
明
確
に
区

き
か
れ
な
い
と
い
う
点
で
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
う
で
は
な

い
．
た
と
え
ば
、
「
内
吟
味
」
は
一
見
相
対
処
理
の
方
法
を
不
可
能
に
し
、

不
必
要
に
町
方
の
介
入
を
招
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
方

法
－
町
方
指
示
へ
の
一
元
化
と
い
う
方
法
ｌ
を
と
る
こ
と
で
、
「
家
中
」
（
武

士
階
級
）
と
い
う
、
城
下
に
多
数
存
在
す
る
「
権
力
」
か
ら
の
圧
力
を
、
質

屋
仲
間
は
さ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
引

用
し
た
〃
町
方
の
直
接
的
な
吟
味
〃
と
い
う
方
法
が
町
方
よ
り
主
張
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
質
屋
仲
間
の
自
立
性
と
い
う
点
で
は
重
要
な
局
面
に
さ
し
か

か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
問
題
は
、
幕
末
期

の
問
題
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。

四
、
藩
の
経
済
政
策
と
質
屋
仲
間

分
さ
れ
て
い
た
が
、
質
屋
は
、
そ
の
両
者
が
日
々
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
利
用
す
る
金
融
機
関
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
都
市

の
治
安
と
い
う
問
題
か
ら
い
え
ば
、
む
し
ろ
「
端
々
之
者
」
「
小
間
居
」
な

ど
の
都
市
下
層
民
が
、
比
較
的
簡
便
に
金
銭
を
用
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
点

に
質
屋
の
存
在
意
義
が
あ
っ
た
。

質
屋
が
右
の
よ
う
な
意
義
、
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
と
り

も
な
お
さ
ず
質
屋
が
個
別
の
営
利
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
藩
の
都
市
金
融
政
策

の
な
か
で
公
的
な
機
能
を
も
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
当
然
質
屋
の
営
業
活
動
に
公
権
力
が
深
く

介
入
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
こ
か
ら
、
質
屋
仲
間
の
、
権
力
に
対
す
る
妥

協
と
闘
い
が
生
じ
る
こ
と
に
も
な
る
。

本
章
で
は
、
お
も
に
質
屋
の
金
融
機
関
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
、
権
力

の
金
融
政
策
に
よ
っ
て
生
じ
る
諸
矛
盾
、
ま
た
そ
の
状
況
下
に
お
け
る
質
屋

仲
間
の
動
態
を
、
具
体
的
事
実
ｌ
と
り
あ
え
ず
は
、
二
つ
の
藩
の
経
済
政
策

を
事
例
と
し
て
Ｉ
に
即
し
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

ａ
銀
札
執
行
時
の
状
況

宝
暦
の
銀
札
仕
法
は
，
中
期
秋
川
藩
の
お
家
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
事
件

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
質
屋
仲
間
に
関
わ
る
側
面
に
焦

点
を
し
ぼ
っ
て
述
べ
た
い
。

銀
札
仕
法
執
行
の
「
被
仰
渡
」
は
、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
一
二
月
一

一
日
に
布
達
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
県
史
』

が
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
三
点
、
即
ち
、
銀
札
と
正
銀

の
半
分
ず
つ
の
使
用
が
強
制
さ
れ
た
こ
と
、
相
対
相
場
の
取
引
を
禁
じ
銀
一

匁
１
銭
七
○
文
と
い
う
公
定
相
場
が
強
制
さ
れ
た
こ
と
、
当
初
よ
り
銀
札
と

（
１
）
銀
札
発
行
と
質
屋
仲
間

－91－
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正
銀
が
等
価
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
を
確
認
す
る
に
と
ど

（
６
）

め
る
。『

県
史
』
は
銀
札
執
行
の
触
れ
を
一
二
月
一
三
日
と
す
る
が
、
す
で
に
そ

れ
よ
り
早
い
一
二
月
三
日
、
質
屋
仲
間
は
銀
札
執
行
に
つ
い
て
質
営
業
の
立

場
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
書
を
町
奉
行
所
に
提
出
し
て
い
る
。

御
家
中
様
御
下
々
井
二
在
々
御
町
小
人
端
々
之
者
触
売
其
日
家
業
致
候

者
迄
、
少
分
之
質
物
を
指
置
、
一
Ｈ
二
日
之
指
繰
致
渡
世
仕
候
、
御
家

中
様
御
下
々
者
急
場
之
用
事
小
遣
等
二
差
懸
り
質
物
被
指
置
候
義
二
御

座
候
へ
は
、
御
銀
札
ヲ
以
取
遣
り
候
而
ハ
急
用
弁
し
兼
迷
惑
二
可
有
御

座
哉
と
被
存
候
、
勿
論
質
店
二
て
も
取
込
候
節
算
用
等
難
渋
仕
用
事
相

滞
手
支
二
可
相
成
と
奉
存
候
、
依
之
銭
壱
貫
文
’
以
下
之
質
物
は
元
利

共
二
正
銭
計
之
取
遣
り
二
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
、
尤
銭
壱
貫
文

よ
り
以
下
之
質
物
は
元
利
共
二
御
銀
札
御
定
法
被
仰
渡
次
第
二
急
度
州

（
７
）

守
取
遣
り
通
用
可
仕
候
（
二
○
三
一
）

こ
の
意
見
書
の
主
張
点
は
、
後
半
部
分
、
即
ち
銭
一
貫
文
以
下
の
取
引
は

す
べ
て
正
銭
で
行
い
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
論
拠
は
、
願
書
の

前
半
部
分
に
関
連
す
る
。
い
わ
ば
少
額
の
取
引
こ
そ
下
層
民
の
生
活
に
欠
か

せ
ぬ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
質
屋
存
在
の
最
大
の
意
義
で
あ
る
、
と
い
う
論

理
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
段
階
で
は
取
引
の
際
の
銭
相
場
が
藩
の
側
か
ら

発
表
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
そ
の
点
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
質
屋
側
の
要
求
に
対
し
、
町
方
か
ら
の
回
答
は
だ
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
質
屋
側
は
、
宝
暦
五
年
二
月
二
四
日
、
さ
ら
に
具

体
的
な
案
を
町
方
へ
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
①
銭
三
貫
文
以
上
の

質
物
は
、
請
・
貸
と
も
に
銀
札
正
銭
半
分
ず
つ
用
い
、
銀
札
一
匁
Ｉ
正
銭
六

九
文
と
す
る
②
銭
三
貰
文
以
下
は
、
受
貸
と
も
に
正
銭
に
よ
る
取
引
と
す

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
高
額
に
な
れ
ば
質
屋
側
の
主
張
す
る
下
々
の
者

の
金
融
と
い
う
側
面
が
弱
く
な
る
か
ら
、
一
定
の
と
こ
ろ
で
銀
札
仕
法
を
受

ｂ
銀
札
の
下
落
と
質
屋
仲
間
の
動
向

こ
の
間
の
事
情
を
、
質
屋
仲
間
か
ら
の
訴
願
を
通
し
て
み
て
み
よ
う
。
同

年
二
月
二
九
日
，
質
屋
側
は
、
「
質
屋
中
右
取
質
不
仕
段
御
不
審
之
儀
」
に

対
す
る
回
答
と
し
て
の
意
味
を
も
た
せ
な
が
ら
、
寄
合
に
よ
っ
て
次
の
よ
う

な
願
書
の
提
出
を
決
定
し
た
。
長
文
な
の
で
、
要
点
の
示
さ
れ
て
い
る
部
分

の
み
引
用
す
る
。

一
（
前
略
）
銀
札
位
次
第
二
下
直
二
相
成
、
去
冬
二
至
り
御
銀
札
格
別
二

相
成
、
右
銀
札
ヲ
以
春
中
よ
り
取
入
候
し
ち
物
は
不
及
申
、
或
は
流
月

被
申
訳
相
待
置
候
所
、
年
数
有
之
分
共
二
不
残
受
質
二
罷
成
、
何
も
莫

太
損
毛
、
身
証
相
立
兼
候
鉢
二
相
成
候
二
付
、
取
質
い
た
し
兼
罷
有
候

御
事

一
去
年
中
よ
り
米
諸
物
莫
太
高
直
二
相
成
、
銘
々
身
証
御
用
之
入
方
三
十

増
倍
ほ
と
に
相
成
、
依
之
去
年
中
受
質
代
過
半
喰
込
二
罷
成
、
迷
惑
千

万
二
奉
存
候
（
中
略
）
是
迄
之
利
足
等
二
て
ハ
商
売
二
不
罷
成
候
大
目

模
様
二
御
座
候
故
、
自
然
と
相
止
候
儀
二
御
座
候

一
（
前
略
）
価
之
利
足
之
儀
御
願
奉
申
上
候
御
事

け
入
れ
た
の
は
質
屋
側
か
ら
の
一
妥
協
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
希
望
す
る

相
場
は
、
藩
の
規
定
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
願
書
で
質
屋
側
は
、

「
置
主
方
よ
り
も
銀
札
取
交
相
渡
可
申
と
申
方
も
御
座
候
而
難
儀
千
万
二
奉

存
候
」
と
述
べ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
早
急
な
Ｍ
答
を
出
そ
う
と
し
な
い

町
方
側
を
暗
に
批
判
し
、
さ
ら
に
こ
の
希
望
が
い
れ
ら
れ
な
い
時
は
、
「
貸

質
相
止
メ
罷
在
候
外
無
御
座
候
」
と
述
べ
て
早
急
な
る
対
応
を
迫
っ
た
。
だ

が
、
質
屋
側
の
記
録
に
よ
る
限
り
、
藩
側
か
ら
Ｍ
答
の
あ
っ
た
形
跡
は
な

い
。
む
し
ろ
、
「
右
之
通
願
申
上
候
得
共
、
何
れ
被
仰
渡
も
無
御
座
候
、
銀

札
之
儀
ハ
Ⅲ
二
地
下
直
二
相
成
候
故
、
質
屋
一
統
家
業
州
止
メ
罷
在
候
」
と

い
う
状
態
と
な
っ
た
と
あ
る
（
以
上
二
○
三
一
）
。
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一
銀
百
匁
’
上
壱
ケ
月
二
五
歩

一
同
五
拾
匁
な
上
同
七
歩

一
同
五
拾
匁
４
下
壱
割

一
限
月
三
ケ
月
切

右
之
通
被
仰
付
被
下
置
度
奉
存
候
、
左
様
二
被
成
下
候
而
も
家
業
渡
世

間
二
合
申
義
ニ
ハ
曽
而
無
御
座
候
へ
共
、
下
々
之
者
難
儀
ほ
と
二
も
相

拘
可
申
奉
存
候
、
殊
二
数
十
年
来
之
家
業
取
捨
迷
惑
二
奉
存
候
故
、
間

二
合
申
儀
二
御
座
候
ハ
、
、
如
何
様
共
商
売
取
捨
不
申
罷
有
申
度
奉
存

候
、
正
銀
通
用
之
節
家
業
渡
世
致
候
積
り
ヲ
以
、
利
足
之
儀
御
願
叩
上

度
奉
存
候
へ
共
、
左
様
二
て
ハ
莫
太
高
直
之
利
足
二
相
成
候
故
、
何
も

思
慮
仕
、
右
之
通
願
奉
申
上
候

一
（
前
略
）
右
願
之
通
利
足
被
仰
付
被
下
置
候
而
も
年
中
取
質
貸
統
罷
有

候
者
多
有
之
間
布
故
、
指
繰
迷
惑
仕
候
故
、
限
月
相
詰
メ
、
流
物
等
も

出
次
第
売
払
取
質
融
通
二
仕
度
奉
存
候
、
右
之
通
御
願
奉
申
上
候
而
も

質
店
州
止
メ
候
者
可
有
之
と
奉
存
候
、
其
儀
も
勝
手
二
被
仰
付
被
下
度

奉
存
候
、
勿
論
質
取
候
者
も
仕
入
手
支
之
時
ハ
暫
相
止
罷
有
候
義
可
有

御
座
候
と
奉
存
候
三
○
三
二

右
の
願
書
の
要
点
は
、
利
率
の
引
き
上
げ
と
限
り
月
（
質
置
期
間
）
の
短

縮
に
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
質
屋
が
下
々
の
金
銭
融
通
に
不
可
欠
な
存

在
で
あ
る
と
い
う
自
負
が
あ
る
。
質
屋
側
の
求
め
る
利
率
は
，
通
常
の
場
合

が
二
歩
な
い
し
二
歩
半
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
非
常
の
事
態
で
あ
る
こ

と
が
よ
み
と
れ
る
。
限
り
月
の
短
縮
は
、
銀
札
が
刻
々
と
下
落
し
て
い
く
状

況
へ
の
対
策
で
あ
ろ
う
。
銀
札
の
貨
幣
価
値
の
下
落
は
急
速
に
進
ん
だ
．
そ

の
た
め
、
取
引
相
場
が
強
制
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
の
限
り
月
の
延
長
は
、

実
質
的
に
質
置
時
の
貸
し
付
け
額
よ
り
も
低
額
で
受
け
も
ど
さ
れ
る
と
い
う

事
態
を
ま
ね
い
た
。
限
り
月
を
三
か
月
に
と
い
う
要
求
は
、
こ
の
よ
う
な
事

態
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
条
目
に
よ
れ
ば
、
銀
札
発
行

に
よ
る
著
し
い
物
価
の
騰
貴
が
わ
か
る
。
生
祇
・
経
営
維
持
の
入
り
方
が
三

○
倍
と
い
う
の
は
、
誇
張
で
は
あ
る
ま
い
。
以
上
の
結
果
が
、
利
率
と
限
り

月
に
つ
い
て
の
要
求
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
要
求
が
出
さ
れ
る
以
前
に
お
い

て
、
営
業
を
停
止
し
て
い
る
質
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
質
屋

が
、
単
な
る
営
利
業
で
あ
る
こ
と
を
こ
え
て
、
「
下
々
之
者
難
儀
ほ
と
二
も

相
拘
」
る
存
在
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
の
上
に
決
定
さ
れ
た
訴
願
で
あ
る
。
ま

た
そ
う
で
あ
る
故
に
、
一
方
的
に
藩
が
却
下
で
き
ぬ
性
格
の
内
容
で
あ
る
こ

と
を
見
通
し
た
、
質
屋
仲
間
の
闘
争
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
質
屋
仲
間
の
動
き
に
対
す
る
町
方
の
Ⅲ
答
は
「
願
之
趣
難
被

仰
付
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
同
二
六
日
、
藩
は
銀
札
仕
法
の
改
正

を
布
達
し
た
。
こ
れ
は
、
全
体
で
九
箇
条
か
ら
な
る
長
文
の
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
要
点
は
す
で
に
『
県
史
』
な
ど
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
他
領
者

の
所
用
以
外
の
目
的
で
の
正
銀
引
き
換
え
を
禁
じ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
場
合

（
８
）

の
両
替
で
も
そ
の
方
法
を
厳
し
く
制
限
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
銀
札
の
貨
幣
と
し
て
の
信
頼
性
は
さ
ら
に
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
た

だ
、
こ
の
改
正
令
の
な
か
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、

正
銀
銀
札
壱
弊
之
処
、
質
屋
井
両
替
屋
等
二
而
甚
不
州
応
之
州
庭
ヲ
以

取
遣
り
い
た
し
候
段
相
聞
へ
候
三
○
三
二

と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
質
屋
側
の
主
張
点
は
そ
れ
と
し
て
、
事
実

は
、
銀
札
一
匁
１
銭
七
○
文
と
い
う
公
定
相
場
を
は
な
れ
て
、
質
屋
側
の
判

断
に
よ
る
相
場
に
基
づ
く
取
引
が
行
わ
れ
る
状
況
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。月

が
か
わ
っ
て
四
月
一
六
日
、
質
屋
格
年
が
町
方
に
召
喚
さ
れ
て
、
一
貫

文
以
下
の
取
引
は
正
銭
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
七
○
文
以
下
を
正
銭
に
よ
る
取
引
と
し
て
い
た
従
来
の
規
定
の
変
更
で
あ

る
。
こ
の
背
景
に
は
、
銀
札
の
一
層
の
下
落
と
い
う
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
質
屋
側
は
急
遼
寄
合
を
開
き
、
次
の
よ
う
な
口
上
書
を
町
方

－89－

(12)



秋in県立博物館研究報告第aii;-

に
提
出
し
た
。
こ
の
規
定
変
更
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
こ
れ
に
対
す
る
質
屋
側
の
対
応
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
み

て
み
よ
う
。

乍
恐
以
口
上
書
奉
申
上
候

一
当
十
六
日
質
屋
受
質
か
し
質
代
銭
壱
貫
文
以
下
は
正
銭
ヲ
以
取
遣
可
仕

段
被
仰
渡
奉
畏
候
、
乍
然
先
頃
’
七
十
文
以
上
之
し
ち
物
ハ
銀
札
取
受

御
定
法
ヲ
以
是
迄
質
店
通
用
仕
罷
有
候
故
、
此
度
被
仰
渡
之
儀
質
屋
斗

り
被
仰
付
候
而
も
御
家
中
様
御
下
々
御
町
共
只
今
迄
銀
札
取
受
取
遣
り

い
た
し
候
故
取
受
不
申
候
者
も
御
座
候
得
は
店
々
異
論
等
も
出
来
、
質

屋
難
渋
仕
候
間
、
銭
壱
貫
文
よ
り
以
下
之
質
物
元
利
共
二
正
銭
二
て
取

遣
り
被
仰
渡
候
趣
乍
恐
御
家
中
様
御
町
共
二
御
触
被
成
下
度
段
、
一
昨

十
九
日
二
奉
願
上
候
処
、
昨
日
被
仰
渡
候
ハ
、
右
御
触
之
儀
は
難
被
為

成
旨
、
当
一
九
日
か
取
質
請
質
共
二
壱
貫
文
以
下
正
銭
二
て
取
遣
り
被

仰
付
候
段
張
出
し
致
置
候
而
と
り
や
り
仕
候
ハ
、
異
論
も
有
之
間
敷
段

被
仰
渡
候
、
殊
二
十
八
日
ま
て
取
置
候
質
物
之
義
ハ
半
分
銀
札
ヲ
以
為

請
可
申
段
被
仰
渡
奉
承
知
候
、
し
か
し
受
質
半
銀
札
受
取
、
貸
質
二
正

銭
二
て
取
遣
り
仕
候
而
は
店
々
受
払
混
雑
難
義
千
万
二
奉
存
候
、
依
之

受
質
貸
質
共
二
壱
貫
文
以
下
ハ
元
利
正
銭
取
造
り
二
被
仰
付
被
下
度
願

上
候
、
是
迄
請
か
し
共
二
半
銀
札
受
取
、
正
銭
銀
無
差
別
通
用
仕
罷
有

候
所
、
か
し
質
計
り
正
銭
二
而
相
渡
、
請
質
二
半
銀
札
受
取
候
而
ハ
、

銀
札
差
配
り
融
通
可
仕
様
無
御
座
、
甚
迷
惑
二
奉
存
候
間
、
何
も
不
限

多
少
同
様
之
取
遣
り
二
無
御
座
候
而
ハ
指
繰
工
面
等
も
難
致
二
、
家
業

相
続
致
兼
候
間
、
乍
恐
奉
願
上
候

右
之
趣
宜
布
被
仰
上
奉
願
上
候
、
以
上

亥
四
月
廿
一
日
質
屋
中

こ
の
願
書
は
、
即
日
格
年
に
よ
っ
て
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の

際
仲
間
方
の
日
記
に
は
、

右
之
通
御
願
申
上
候
、
被
仰
付
無
之
内
ハ
、
銀
札
半
分
入
取
遣
り
仕
候

義
ハ
以
前
之
通
り
御
座
候
、
若
正
銭
か
し
致
候
方
有
之
候
ハ
、
、
仲
間

が
急
度
吟
味
之
上
可
承
届
候
段
惣
中
へ
申
渡
候

と
記
し
、
問
題
の
重
要
さ
を
確
認
し
て
い
る
。
町
方
の
「
被
仰
渡
」
に
対

し
て
抵
抗
の
意
志
を
示
し
、
そ
れ
を
仲
間
全
体
の
も
の
と
す
べ
く
強
制
力
発

動
さ
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
町
方
の
措
置
が
、
質
屋
仲
間
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
．
だ

が
、
一
貫
文
以
下
の
正
銭
取
引
は
、
当
初
質
屋
側
か
ら
の
希
望
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
回
こ
の
よ
う
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
。

願
書
に
よ
る
か
ぎ
り
、
今
回
の
規
定
変
更
を
家
中
や
町
中
に
触
れ
流
し
て

ほ
し
い
と
い
う
の
が
質
屋
側
の
主
張
点
の
ひ
と
つ
に
み
え
る
。
だ
が
、
こ
れ

は
一
つ
の
側
面
に
す
ぎ
な
い
。
ま
ず
第
一
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
変

更
が
銀
札
の
下
落
と
い
う
状
況
を
背
景
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

だ
が
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
正
銭
取
引
が
一
貫
文
以
下
と
い
う
、
比
較
的
小

口
の
取
引
に
適
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
質
屋

に
お
け
る
小
口
の
取
引
は
、
家
中
の
下
々
の
者
や
都
市
下
層
民
が
「
少
分
之

質
物
差
置
朝
夕
之
指
繰
二
致
渡
世
仕
候
」
と
い
う
意
義
を
も
っ
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
規
定
は
、
客
観
的
に
は
「
御
家
中
様
御
下
々
井
在
々
御
町

方
小
人
端
々
之
者
」
の
側
に
た
っ
た
措
縦
で
あ
る
と
い
え
る
。
質
屋
に
お
け

る
正
銭
取
引
の
額
を
わ
ず
か
に
せ
よ
引
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
中

下
々
の
者
・
都
市
下
層
民
が
正
銭
を
入
手
す
る
窓
口
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
藩
が
こ
こ
で
と
っ
た
政
策
は
、
家
中
下
々

の
者
を
含
む
と
こ
ろ
の
都
市
下
層
民
対
策
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
政
策
を
質
屋
側
か
ら
み
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
い

う
ま
で
も
な
く
質
屋
の
営
業
行
為
は
取
質
（
金
銭
貸
し
付
け
）
と
受
質
（
元

－88－
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利
銭
取
得
）
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
想
定
に
基
づ
け
ば
、
正
銭
取
引
額
の
引

き
上
げ
は
決
し
て
質
屋
側
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
は
ず
の
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
銀
札
の
下
落
進
行
と
物
価
の
騰
貴
と
い
う
状
況
下
で
は
、
利

用
者
側
か
ら
す
れ
ば
質
置
は
正
銭
取
得
の
貴
重
な
手
段
と
な
り
、
質
置
行
為

の
盛
行
と
い
う
側
面
で
一
方
的
と
な
る
。
し
か
も
先
の
町
方
の
指
示
に
は
、

一
九
日
以
前
に
置
質
さ
れ
た
物
品
の
請
質
に
は
半
分
銀
札
を
用
い
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
質
屋
側
が
「
か
し
質
計
り
正
銭
二
而
相
渡
云
々
」
と
述
べ
て

い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
さ
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う

な
意
味
で
、
正
銭
取
引
額
を
一
貫
文
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
改
変
は
、
実
態

と
し
て
は
質
屋
を
も
っ
て
都
市
住
民
の
正
銭
獲
得
の
窓
口
と
し
た
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
、
正
銭
の
流
れ
が
一
方
的
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
質
屋

側
に
と
っ
て
は
死
活
の
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
右
の
よ
う
な
質
屋
仲
間
の
訴
願
に
対
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に
町

方
よ
り
示
さ
れ
た
回
答
は
、
「
御
上
二
て
御
評
義
之
上
被
仰
付
候
事
故
不
相

成
候
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
願
書
は
さ
し
返
さ
れ
た
。
質
屋
側
は
、
こ
の

ま
ま
で
は
「
何
も
商
売
相
止
メ
申
外
無
御
座
、
甚
迷
惑
至
極
二
奉
存
候
」
と

し
て
再
度
町
奉
行
所
に
訴
え
で
た
が
、
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
六
月
二
六
日
に
な
る
と
、
銀
札
仕
法
の
二
度
目
の
改
正
が
執

行
さ
れ
る
。
全
体
は
一
四
箇
条
に
も
及
ぶ
長
文
で
あ
る
が
、
そ
の
要
点
は
す

で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
こ
れ
ま
で
正
銀
と
銀
札
を
半
分
ず
つ
と
り
ま

ぜ
て
使
用
す
る
と
い
う
点
を
改
め
て
、
す
べ
て
銀
札
で
取
引
す
る
こ
と
を
強

（
９
）

制
し
た
点
に
あ
る
。
銀
札
が
藩
の
思
惑
に
反
し
て
流
通
し
な
い
状
態
を
打

開
し
よ
う
と
す
る
最
後
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
質
屋
に
関
し
て
は
次
の
一
条

が
あ
わ
せ
て
布
達
さ
れ
た
。

質
屋
は
銭
五
百
文
４
下
正
銭
ヲ
以
取
遣
り
可
致
候
、
其
余
ハ
新
古
共
二

前
条
之
通
銀
名
目
ニ
い
た
し
、
札
ヲ
以
取
遣
り
可
致
事

即
ち
、
先
に
み
た
一
貫
文
以
下
正
銭
取
引
の
変
更
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
質
屋
側
か
ら
の
目
立
っ
た
動
き
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
か
月
後
の
七

月
二
四
日
、
今
度
は
銀
札
役
所
よ
り
質
屋
格
年
が
呼
び
出
さ
れ
、

是
迄
質
物
五
百
文
以
下
ハ
正
銭
取
遣
り
被
仰
付
候
得
共
、
頃
日
二
至
り

不
自
由
二
相
見
得
候
間
、
此
末
銀
札
正
銭
勝
手
二
か
し
置
可
申
候
、
尤

受
人
も
銀
札
正
銭
勝
手
二
持
参
申
候
ハ
、
、
其
通
り
二
て
為
請
可
申

と
い
う
指
示
を
う
け
た
。
質
屋
に
対
す
る
指
示
の
、
三
度
目
の
改
変
で
あ

る
。
し
か
も
二
七
日
に
は
、
今
度
は
町
奉
行
所
よ
り
質
屋
仲
間
に
対
し
、

「
銀
札
役
処
か
何
そ
被
仰
付
無
之
哉
」
と
の
下
問
が
あ
っ
た
。
為
政
者
側
の

政
策
に
対
す
る
理
解
の
不
一
致
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
件
に
関
す
る
質
屋
側
の

関
心
事
は
、
「
正
銭
か
し
は
正
銭
ヲ
以
為
請
申
義
二
御
座
候
哉
」
と
い
う
点

に
あ
っ
た
が
、
銀
札
役
所
の
指
示
は
、
「
五
百
文
以
下
は
是
迄
正
銭
か
し
之

分
銀
札
正
銭
置
主
勝
手
二
為
受
可
申
候
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
銀

札
役
所
の
指
示
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
続
い

て
出
さ
れ
る
指
示
を
み
る
と
、
少
額
の
取
引
に
も
銀
札
を
導
入
し
よ
う
と
す

る
策
へ
の
橋
渡
し
と
い
う
感
が
強
い
．
即
ち
、
質
屋
側
の
記
録
に
次
の
よ
う

に
あ
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

亥
八
月
廿
一
日
、
銀
札
通
用
被
仰
付
候
は
、
弐
分
以
上
之
銭
通
用
致
候

ハ
、
当
人
ハ
不
及
申
、
両
隣
・
庄
屋
・
町
代
共
二
急
度
迷
惑
二
可
被
仰

付
旨
、
惣
町
同
前
二
丁
々
４
質
屋
へ
も
被
仰
付
候
、
尤
質
屋
毎
日
指
引

ね
り
銭
惣
商
人
店
並
同
前
二
其
丁
々
ｊ
毎
日
取
集
ニ
相
廻
り
可
申
候

間
、
右
指
引
ね
り
銭
一
日
限
り
二
指
出
し
、
銀
札
御
役
所
二
お
い
て
札

二
引
替
申
様
二
被
仰
付
候
事

銀
札
発
行
当
初
の
最
も
少
額
の
紙
幣
は
二
分
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
の

額
の
取
引
を
正
銭
を
も
っ
て
行
う
こ
と
を
禁
じ
つ
つ
、
市
中
に
滞
留
す
る
銭

を
、
質
屋
を
通
し
て
一
定
度
回
収
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
右
の
布
達
の
意
図

－87－
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で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
．
銀
札
遣
い
の
徹
底
と
い
う
こ
の
時
期
の
政
策
路
線
上

の
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
百
文
以
下
の

取
引
に
つ
い
て
も
正
銭
・
銀
札
の
使
用
を
相
対
次
第
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
実

態
と
し
て
は
正
銭
が
一
方
的
に
質
屋
よ
り
出
て
い
き
、
銀
札
が
入
っ
て
く
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
質
屋
側
か
ら
は
そ
の
営
業
を
停
止
す

る
も
の
も
出
始
め
た
。
質
屋
側
の
日
記
に
は
、
「
此
節
質
屋
二
而
取
質
相
止

罷
在
候
故
、
度
々
厳
重
被
仰
付
有
之
候
」
と
あ
り
、
ま
た
宝
暦
七
年
一
月
の

町
方
の
指
示
に
は
、
「
惣
質
屋
中
二
而
質
物
取
不
申
」
た
め
「
諸
人
難
渋
二

相
及
候
」
と
あ
る
。
質
屋
の
営
業
停
止
が
組
織
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
事
態
の
深
刻
さ
を
窺
わ
せ
る
。

こ
の
後
七
月
に
入
っ
て
、
藩
は
突
如
銀
札
の
通
用
を
停
止
す
る
。
そ
の
背

景
に
、
美
機
国
の
茶
商
人
を
め
ぐ
る
一
件
、
為
政
者
側
の
椛
力
闘
争
の
あ
っ

た
こ
と
は
、
『
県
史
』
な
ど
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
し
か

し
、
銀
札
仕
法
の
影
郷
は
、
そ
の
停
止
後
も
質
屋
仲
間
を
ま
き
こ
み
、
安
永

年
間
に
は
久
保
田
市
中
の
す
べ
て
の
質
屋
が
営
業
を
停
止
す
る
に
至
り
、
こ

の
た
め
藩
は
、
近
在
の
希
望
者
に
そ
の
営
業
を
許
可
す
る
と
い
う
措
置
を

と
っ
て
い
る
（
後
述
）
・

だ
が
、
銀
札
仕
法
を
め
ぐ
る
町
方
と
質
屋
仲
間
の
動
向
に
つ
い
て
は
こ
の

あ
た
り
で
論
述
を
終
え
た
い
。
一
連
の
経
過
か
ら
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
銀

札
仕
法
が
、
そ
の
基
本
部
分
の
三
度
の
改
正
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
細
部
に

お
い
て
も
確
固
た
る
方
針
が
保
た
れ
ず
朝
令
暮
改
の
ご
と
く
い
れ
か
わ
っ
て

い
る
こ
と
、
第
二
に
、
質
屋
が
対
住
民
の
金
融
窓
口
と
し
て
、
同
仕
法
に

よ
っ
て
生
じ
る
経
済
上
の
諸
矛
盾
を
解
消
す
る
役
割
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
第
三
に
、
そ
の
こ
と
が
質
屋
仲
間
の
組
織
的
な
抵
抗
を
誘
発
し
て
い

る
こ
と
、
で
あ
る
。(2)

通
用
「
預
」
の
発
行
と
質
屋
仲
間

質
屋
の
公
的
金
融
機
関
と
し
て
の
性
格
を
示
す
も
う
一
つ
の
事
例
と
し

て
、
い
わ
ゆ
る
「
通
用
預
」
と
の
関
わ
り
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

「
預
」
と
は
、
本
来
金
銭
の
預
り
証
文
と
し
て
作
成
さ
れ
た
手
形
が
‐
た

て
ま
え
上
免
換
機
能
を
付
与
さ
れ
、
貨
幣
と
同
等
の
価
値
を
有
す
る
も
の
と

し
て
領
内
に
流
通
し
た
紙
片
を
い
う
。
史
料
に
よ
っ
て
は
金
銀
貨
の
代
用
と

さ
れ
る
「
預
」
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
文
献
史
料
に
登
場
す
る
「
預
」

は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
銭
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
実
態
の
一
端

（
１
０
）

に
つ
い
て
は
別
稿
で
ふ
れ
て
お
い
た
が
、
そ
の
開
始
時
期
を
ふ
く
め
不
明
な

部
分
が
多
い
。
本
節
で
は
、
質
屋
仲
間
に
関
連
す
る
部
分
に
の
み
限
定
し
て

と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
藩
の
公
的
な
記
録
の
な
か
か
ら
「
預
」
に
つ
い
て
ふ
れ
た
も
の
を

ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
の
町
触
に
、
「
諸

上
納
役
所
出
預
、
去
る
卯
六
〃
分
迄
之
出
預
洲
十
月
迄
、
八
月
分
同
十
一
月

迄
引
替
候
様
被
仰
渡
候
事
」
と
対
す
る
記
蛎
が
あ
り
、
そ
の
一
部
に
次
の
よ

《
１
１
）

う
に
あ
る
。

一
去
る
卯
七
月
分
出
預

氷
は
同
月
出
預
多
分
二
付
、
当
八
月
ｊ
同
十
月
迄
に
御
引
替
可
被
成
候

一
同
八
月
分
出
預

右
は
右
同
断
二
付
、
当
十
一
月
か
来
巳
正
月
迄
に
御
引
替
可
被
成
候

一
同
九
月
分
出
預

右
は
右
同
断
二
付
、
来
巳
二
月
が
同
四
月
迄
に
御
引
替
可
被
成
候

つ
ま
り
、
諸
上
納
役
所
発
行
の
「
預
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
前
年
発
行
の
も

の
を
段
階
的
に
整
理
し
て
い
く
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
触
れ

は
す
で
に
文
政
年
間
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、
相
当
量
の
「
預
」
が
市
中
に
州

回
っ
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

だ
が
、
こ
の
「
預
」
な
る
も
の
の
実
態
は
、
諸
上
納
役
所
発
行
の
銭
札
と

－86－
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い
う
こ
と
と
イ
コ
ｉ
ル
に
は
な
ら
な
い
。
以
下
に
検
討
し
て
い
く
諸
史
料
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
発
行
主
体
は
、
藩
の
役
所
に
限
ら
れ
ず
、
両
替

屋
・
質
屋
を
ふ
く
む
民
間
の
商
人
な
ど
多
方
面
に
及
ぶ
。
た
と
え
ば
、
町
奉

行
の
御
用
日
記
の
文
政
五
年
の
記
事
に
よ
る
と
、
両
替
屋
以
外
の
も
の
に
よ

《
１
２
）

る
「
預
」
の
発
行
を
停
止
す
る
と
い
う
趣
旨
の
触
れ
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
逆
に
多
様
な
発
行
主
体
が
あ
り
え
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
預
」
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
を
領
内
に
指
示
し
た
触
れ
は
現

在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
は
「
諸
上
納
役
所
」
の
投
慨
時

期
か
ら
文
化
八
年
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
先
の
別
稿
に

譲
る
が
、
そ
の
わ
ず
か
三
年
後
に
は
、
両
替
屋
発
行
の
「
預
」
に
つ
い
て
の

触
れ
が
出
て
い
る
。

両
替
屋
京
野
新
四
郎
御
吟
味
之
次
第
、
家
蔵
屋
敷
御
引
上
被
成
置
候

付
、
同
人
通
用
預
御
吟
味
之
儀
有
之
候
間
、
致
所
持
候
面
々
久
保
田
は

当
十
五
日
限
、
在
々
は
同
廿
五
日
限
御
町
処
江
可
被
差
出
候
、
受
取
方

〔
１
３
〕

限
月
有
之
分
は
申
出
候
に
不
相
及
候

大
意
は
、
京
野
新
四
郎
が
御
吟
味
の
次
第
に
よ
り
閥
所
と
な
っ
た
の
で
、

京
野
発
行
の
「
預
」
を
所
持
し
て
い
る
も
の
は
所
定
の
期
日
ま
で
川
奉
行
所

に
届
け
出
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
な
り
早
い
時
期

よ
り
両
替
屋
に
よ
る
「
預
」
の
発
行
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
、
前
述
の
よ
う
に
両
替
屋
以
外
の
者
の
「
預
」
発
行
を
禁
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
両
替
屋
の
「
預
」
発
行
は
、
藩
の
公
認
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
右
と
同
様
の
触
れ
は
、
多
数
の
両

替
屋
に
つ
い
て
こ
の
後
も
頻
繁
に
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
両
替
屋

に
よ
る
「
預
」
発
行
が
一
時
的
な
臨
時
的
措
置
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
く
、

ほ
ぼ
恒
常
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の

免
換
が
正
常
に
行
わ
れ
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
こ
と
の
あ
っ
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
例
え
ば
文
政
五
年
の
、
「
去
巳
十
月
佐
々
木
茂
兵
衛
両

稗
店
及
騒
立
、
出
預
分
引
渡
方
差
支
に
付
、
渋
谷
市
右
衛
門
引
受
被
仰
付

候
」
（
町
触
一
八
五
五
）
と
い
う
触
れ
は
、
そ
う
し
た
事
実
の
一
端
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
町
触
に
み
え
る
両
替
屋
の
多
く
は
「
質
屋
仲
間
焼
印
名
寄

帳
」
に
そ
の
名
前
が
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
そ
ら
く
質
屋
を
兼
業
す

る
者
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
町
触
に
お
い
て
も
、
例
え
ば

文
政
九
年
の
も
の
に
「
両
替
屋
若
松
屋
善
助
致
類
焼
候
付
、
出
預
御
取
扱
之

事
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
（
町
触
一
九
五
五
）
、
こ
れ
に
続
い
て
「
若
松

屋
善
助
江
質
入
品
焼
失
に
付
被
仰
波
候
事
」
（
町
触
一
九
五
六
）
と
い
う
触

れ
が
出
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
一
髪
付
け
る
。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
質
屋
仲

間
自
体
が
藩
か
ら
「
預
」
の
発
行
に
つ
い
て
公
認
さ
れ
て
い
る
事
実
が
あ

り
、
「
頂
」
の
発
行
に
関
し
て
は
両
替
屋
と
質
屋
を
同
義
と
み
て
よ
い
と
考

え
る
。
し
た
が
っ
て
、
質
屋
仲
間
に
つ
い
て
も
そ
の
当
初
よ
り
「
預
」
発
行

の
窓
口
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
「
預
」
発
行
に
つ
い
て
の
質
屋
仲
間
の
姿
勢
、
お
よ
び
そ
の

影
郷
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
次
は
、
弘
化
一
（
一
八
四
四
）
年
の
質
屋
仲
間

の
寄
合
に
お
い
て
の
審
議
の
内
容
で
あ
る
。

午
年
中
弐
十
三
十
文
小
預
り
質
屋
巾
二
而
三
百
賞
文
ッ
、
通
用
被
仰

付
、
是
迄
通
用
致
来
候
処
、
去
暮
ざ
正
銭
少
々
通
用
二
付
、
当
時
小
預

り
一
円
取
不
申
様
二
付
、
五
百
七
百
文
シ
、
質
屋
へ
取
替
二
参
り
候

故
、
質
屋
二
而
ハ
無
指
支
取
替
遣
候
得
共
、
右
小
預
り
根
元
指
出
候
せ

つ
全
ク
自
分
ノ
、
よ
り
指
出
候
二
も
無
之
、
諸
御
役
所
二
而
御
指
支
二

付
、
右
三
百
貫
文
シ
、
通
用
被
仰
付
候
段
ハ
上
二
お
い
て
御
評
定
之
上

私
共
へ
被
仰
付
候
、
然
ル
処
自
分
勝
手
ヲ
以
受
取
不
申
段
甚
タ
不
心
得

之
致
方
二
御
座
候
故
、
右
之
段
御
上
様
へ
申
上
、
通
用
御
延
行
二
被
成

置
候
趣
二
候
哉
、
又
は
通
用
可
致
哉
§
何
れ
両
様
之
内
被
仰
付
次
第
二

可
仕
様
二
相
談
仕
候
、
乍
然
正
銭
も
余
程
通
用
致
来
候
間
、
先
御
上
へ

－85－
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申
上
候
儀
見
合
之
事
二
相
談
極
候
（
二
○
一
五
）

史
料
中
「
午
年
」
と
あ
る
の
は
、
天
保
五
年
即
ち
天
保
飢
漣
の
翌
年
に
あ

た
る
。
そ
の
よ
う
な
特
殊
な
経
済
事
情
か
ら
各
質
屋
を
通
じ
て
三
百
貫
文
ず

つ
の
「
預
」
が
発
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
近
日
正
銭
の
流
通
が
よ
く
な

り
、
「
預
」
を
受
け
取
る
者
が
お
ら
ず
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
問
題
は
、
質
屋
が
「
預
」
は
「
自
分
ノ
、
よ
り
指
出
候
二
も
無
之
」
と

主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
預
」
発
行
の
質
屋
側
に
あ
た
え
る
負
の
影
響

が
は
し
な
く
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
預
」
の
発
行
は
質
屋
仲
間
の
本
意
で

は
な
い
と
い
う
主
張
は
若
干
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
藩
の
許
可
を
得
ず

「
預
」
を
発
行
す
る
者
が
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
商
人
に
と
っ
て
「
預
」
発
行
が
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
つ
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
次
は
同
年
同
月
の
、
仲
間
か
ら
町
奉
行

所
に
あ
て
た
願
書
の
一
部
で
あ
る
。

（
前
略
）
違
作
以
来
通
用
預
り
之
位
弥
増
相
劣
、
正
銭
百
文
は
拾
七
八

文
よ
り
僅
五
文
位
二
相
当
候
通
用
二
相
成
、
右
ヲ
以
質
品
被
受
戻
候
故

銘
々
身
証
徴
力
仕
、
書
は
千
両
之
本
手
二
て
取
質
仕
候
者
連
々
金
相
場

沸
騰
仕
候
二
随
い
、
下
直
預
ヲ
以
ゞ
被
受
戻
、
此
節
弐
百
両
か
三
百
両
之

身
証
二
相
成
候
（
中
略
）
別
而
当
月
来
月
半
頃
迄
は
銭
払
底
二
て
困
入

申
候
、
然
は
自
然
拾
貫
文
貸
候
而
宜
品
へ
六
七
貢
文
人
。
貸
不
申
二
付
、

小
間
居
之
者
迷
惑
二
相
及
申
候
間
、
何
卒
双
方
御
憐
感
ヲ
以
通
用
預
三

万
五
千
貫
文
、
正
金
二
御
座
候
得
は
四
百
両
、
右
両
様
之
内
何
れ
二
て

も
宜
敷
奉
存
候
間
拝
借
被
仰
付
被
成
下
度
奉
願
上
候
（
二
○
一
五
）

前
半
は
「
預
」
の
下
蒋
に
よ
る
質
屋
側
の
被
害
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
後
半
の
部
分
で
あ
る
。
即
ち
、
「
銭
払
底
」

と
い
う
状
況
へ
の
対
応
と
し
て
質
屋
仲
間
よ
り
「
預
」
三
万
貫
文
余
の
拝
借

金
の
要
求
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
同
年
一
○
月
に
正
金

二
百
両
の
貸
し
付
け
を
う
け
、
さ
ら
に
二
月
に
は
「
又
々
願
奉
申
上
候
段

恐
入
候
得
共
右
弐
百
両
二
而
行
足
不
申
」
と
し
て
、
「
預
」
で
七
千
五
百
貫

文
を
借
り
う
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
質
屋
側
に
と
っ
て
も
、
経
営
上
の
運
転

資
金
と
し
て
「
預
」
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
幕
末
に
お
け
る
史
料
か
ら
、
「
預
」
と
質
屋
の
関
わ
り
を
考
え
て

み
よ
う
。
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
六
月
に
質
屋
仲
間
よ
り
町
方
に
提
出
さ

れ
た
願
書
を
紹
介
し
よ
う
．

乍
恐
書
附
奉
願
上
候

去
ル
丑
四
月
中
、
質
屋
格
年
御
催
促
二
而
被
仰
付
候
儀
ハ
、
此
度
酒
屋

仲
間
’
願
叩
出
候
は
、
此
節
正
銭
不
足
二
付
市
中
差
支
二
候
故
、
小
預

為
差
出
被
下
置
度
願
申
出
候
へ
共
、
往
古
ざ
酒
屋
出
預
之
儀
ハ
御
例
無

之
二
付
、
質
屋
仲
間
’
順
可
巾
出
被
仰
付
候
、
尤
右
諸
入
料
ハ
家
業
柄

と
言
小
川
居
之
融
通
二
相
成
候
蛎
故
、
質
屋
共
州
持
可
申
被
仰
含
二

付
、
段
々
奉
申
上
候
ニ
ハ
、
質
屋
限
り
通
用
致
候
儀
二
無
之
、
市
中
一

統
通
用
二
候
得
ハ
、
質
屋
共
４
入
科
差
出
候
儀
迷
惑
二
御
座
候
間
、
高

七
万
貫
文
指
出
候
内
弐
万
貫
文
替
預
上
納
仕
候
故
、
五
万
貫
文
ハ
質
屋

共
江
為
御
任
被
仰
付
被
下
置
度
、
尤
弐
万
貫
文
替
預
上
納
分
ハ
御
役
処

へ
御
封
印
御
仕
舞
置
被
下
慨
、
追
々
小
預
不
川
二
州
成
候
節
ハ
引
替
御

下
ヶ
被
下
置
度
、
猶
通
用
巾
捨
り
預
も
有
之
候
ハ
、
質
屋
共
へ
拝
領
被

仰
付
被
下
置
度
順
奉
申
上
候
処
、
右
願
之
通
被
仰
付
候
二
付
質
屋
入
料

ヲ
以
小
預
執
行
仕
候
、
然
ル
処
同
年
秋
中
ざ
否
消
判
預
沢
山
二
而
度
々

書
替
仕
候
処
、
不
少
物
入
二
相
成
迷
惑
至
極
二
奉
存
候
、
且
去
巳
年
古

書
替
不
州
成
被
仰
付
候
二
付
、
此
節
’
消
判
致
候
分
ハ
上
納
銀
二
御
嘩

候
、
依
之
前
文
奉
申
上
候
通
り
丑
年
中
御
封
印
被
差
置
候
替
預
弐
万
貫

文
之
分
、
消
判
預
上
納
次
第
御
引
替
御
下
ケ
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上

候
（
二
○
一
七
）

こ
の
願
書
よ
り
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
①
嘉
永
六
二
八
五
三
）
年
四
月

中
に
酒
屋
仲
間
よ
り
「
預
」
発
行
の
許
可
願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②

－84－
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そ
の
理
由
は
「
正
銭
不
足
二
付
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
こ
れ
に
つ
い

て
、
酒
屋
が
「
預
」
を
発
行
し
た
例
は
な
い
と
し
て
、
そ
の
任
を
質
屋
に
命

じ
て
い
る
こ
と
、
④
そ
の
際
の
必
要
経
費
は
質
屋
側
の
負
担
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
⑤
そ
の
際
の
総
額
七
万
貫
文
の
う
ち
、
質
屋
発
行
の
額
を
五
万
貫
文

と
し
、
残
り
二
万
貫
文
は
封
印
の
う
え
町
奉
行
所
へ
預
け
て
い
る
こ
と
、
⑥

同
年
以
降
、
た
び
た
び
「
預
」
札
の
書
き
換
え
が
多
く
物
入
り
が
か
さ
み
、

し
か
も
安
政
四
年
に
書
き
換
え
を
停
止
し
て
消
判
分
が
回
収
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
先
の
二
万
貫
文
を
質
屋
に
下
げ
渡
し
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る

こ
と
、
な
ど
で
あ
る
．
③
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
の
酒
屋
仲
間
の
申
し
出
は

例
が
な
い
と
し
て
却
下
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
反
面
、
こ
の
こ
と
は
や
は
り

さ
ま
ざ
ま
な
家
業
の
者
が
発
行
主
体
に
な
り
う
る
と
い
う
考
え
方
の
存
在
を

示
し
て
い
る
。

さ
て
、
右
の
史
料
で
は
「
預
」
札
の
書
き
換
え
の
仕
組
み
に
つ
い
て
ふ
れ

て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
「
預
」
札
は
簡
便
な
つ
く
り
で
あ
っ
た
か
ら
、

破
損
し
や
す
く
、
そ
の
よ
う
な
時
の
た
め
に
書
き
換
え
分
が
準
備
さ
れ
て
い

た
ら
し
い
。
ま
た
、
破
損
が
ひ
ど
く
、
そ
の
た
め
流
通
札
と
し
て
は
不
適
当

と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
、
「
消
判
」
と
し
て
「
御
封
印
」
さ
れ
、
町
奉
行
所

へ
納
め
ら
れ
た
。
書
き
換
え
に
要
し
た
費
用
も
す
べ
て
質
屋
側
が
負
担
し
た

こ
と
も
右
の
記
述
に
よ
っ
て
わ
か
る
．
⑥
は
、
そ
の
反
対
給
付
と
し
て
、
先

に
納
入
し
て
あ
る
封
印
分
の
二
万
貫
文
の
「
預
」
札
の
下
げ
渡
し
を
要
求
し

た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
次
の
史
料
を
み
て
み
た
い
。

廻
文
抑

小
預
書
方
御
内
々
御
尋
二
付
、
仲
間
江
御
任
セ
被
成
候
事
な
れ
ハ
、
拾

万
貢
文
書
椿
通
用
致
度
段
願
申
上
候
処
、
御
勘
定
方
二
お
い
て
御
障
有

之
難
被
仰
付
、
依
而
市
中
小
預
差
支
之
筋
申
上
候
処
、
御
懸
合
之
上
諸

上
納
役
所
二
而
御
書
被
成
置
、
質
屋
中
へ
当
年
中
三
四
万
貫
文
諸
か
鼻

り
な
し
二
而
、
大
預
上
納
之
上
御
引
替
被
下
置
候
事
二
被
仰
付
候
、
近

日
中
御
出
来
之
上
御
引
替
相
渡
可
申
候
、
右
御
風
聴
致
候
（
二
○
一
七
）

こ
れ
は
先
の
願
書
が
出
さ
れ
た
翌
月
の
質
屋
仲
間
の
廻
文
で
あ
る
．
三
、

四
万
貫
文
の
「
小
預
」
（
少
額
の
「
預
」
札
）
の
発
行
が
、
質
屋
仲
間
の
懸

案
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
内
容
で
あ
る
。
し
か

も
質
屋
仲
間
の
当
初
の
要
求
は
一
○
万
貫
文
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
幕
末
に
い
た
っ
て
「
預
」
は
い
っ
そ
う
そ
の
存
在
意
義

を
強
め
、
ほ
ぼ
恒
常
的
に
発
行
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
藩
札
と
し
て
の
機
能
を
も

つ
に
い
た
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
質
屋
仲
間

は
、
「
預
」
の
発
行
と
回
収
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
は
た
す
と
と
も
に
、

市
中
の
「
預
」
の
流
通
状
況
を
把
握
し
つ
つ
そ
の
発
行
を
建
言
す
る
立
場
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
藩
の
施
策
方
針
は
、
劣
化
の
は
げ
し
い
札
を
中
心
と
し

て
定
期
的
に
そ
の
整
理
と
発
行
を
行
う
と
い
う
方
向
に
た
っ
て
い
る
が
、
質

屋
も
ま
た
直
接
的
に
は
営
業
上
の
運
転
資
金
と
し
て
の
必
要
か
ら
、
た
て
ま

え
と
し
て
は
「
銭
払
底
」
を
理
由
と
し
て
そ
の
発
行
を
求
め
る
こ
と
が
少
な

く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
史
料
上
し
ば
し
ば
「
預
」
の
暴
落
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
大
量
に
流
通
し
た
「
預
」
が
、
す
べ
て
免
換
券
と
し
て
の
機

能
を
充
全
に
発
揮
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
宝
暦

時
の
銀
札
仕
法
の
よ
う
な
社
会
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
第
一
に
こ
れ

ら
が
庶
民
金
融
の
実
態
に
そ
っ
た
少
額
の
銭
遣
い
に
対
応
し
た
も
の
で
あ

り
、
第
二
に
、
藩
政
後
期
の
経
済
発
展
が
多
量
の
通
貨
を
必
要
と
し
て
い

た
、
と
い
う
事
情
に
合
致
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
幕
末
経
済
史
の

課
題
と
な
ろ
う
。

五
、
仲
間
特
権
の
動
揺

－83－
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本
章
で
は
、
質
屋
仲
間
組
織
が
よ
っ
て
た
つ
原
則
が
、
幕
末
期
に
お
い
て

動
揺
し
て
ゆ
く
過
程
を
検
討
す
る
。
同
業
者
相
互
が
株
仲
間
を
組
織
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
仲
間
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
第
一
義
的
に
は
営
業
上
の
特
権
の

保
持
が
目
的
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
質
屋
仲
間
は
、
そ
の
成
立
当
初
よ
り
不

動
の
系
譜
を
も
つ
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
第
二
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
株
札
の
譲
渡
の
実
態
を
み
る
と
、
そ

の
構
成
員
は
頻
繁
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
．
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
そ
の
業

種
の
特
殊
性
ゆ
え
に
藩
の
経
済
政
策
に
よ
っ
て
そ
の
命
運
を
左
右
さ
れ
る
こ

と
も
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
．
し
か
し
、
仲
間
組
織
の
正
常
な
運
営
が
、
個
々

の
質
屋
の
営
業
特
権
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ

も
な
い
事
実
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
株
数
に
応
じ
た
人
員
の
確
保
と
古
法

の
墨
守
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。
し
か
し
、
近
世
後
期
の
経
済
状
況
に

対
応
し
よ
う
と
す
る
藩
政
の
展
開
と
商
人
社
会
の
新
た
な
動
向
は
、
不
変
を

重
ん
ず
る
仲
間
組
織
の
あ
り
方
と
鋭
く
対
立
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
、
権
力
の
政
策
と
の
関
係
、
商
人
社

会
の
動
向
と
の
関
わ
り
、
こ
の
二
つ
に
視
点
を
し
ぼ
っ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

新
質
屋
仲
間
問
題
と
は
、
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
の
い
わ
ゆ
る
天
保
飢

漣
の
直
後
に
、
都
市
経
済
政
策
の
観
点
か
ら
、
藩
が
一
方
的
に
二
軒
の
質

屋
を
増
設
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
一
件
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
以
下
に
天
保
一
二
年
に
質
屋
仲
間
か
ら
町
方
に
提
出
さ
れ
た
願
書
を
紹

介
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
長
文
な
の
で
、
論
点
を
区
切
り

な
が
ら
述
べ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
冒
頭
に
お
い
て
、
宝
暦
の
銀
札
仕
法
の
直
後
に
「
質
屋
業
之
者
無

（
１
）
天
保
期
の
新
質
屋
仲
間
問
題

仰
含
候
付
、
御
時
節
柄
恐
入
無
拠
御
請
仕
罷
在
申
候
（
二
○
一
三
）

以
上
が
願
書
の
前
半
部
分
で
あ
る
。
要
点
を
ま
と
め
て
み
よ
う
．
①
天
保

四
年
の
飢
漣
時
の
世
上
不
融
通
の
対
策
と
し
て
新
質
屋
の
増
設
が
打
ち
出
さ

れ
た
こ
と
、
②
そ
れ
は
、
古
質
屋
仲
間
の
意
思
と
は
全
く
関
わ
り
な
く
藩
よ

り
一
方
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
し
た
が
っ
て
古
質
屋
は
こ

の
措
置
に
は
反
対
で
あ
る
こ
と
、
④
古
質
屋
の
意
向
と
の
関
連
で
藩
が
示
し

た
案
は
、
古
質
屋
の
株
を
新
質
屋
へ
有
料
で
順
に
下
げ
渡
す
こ
と
、
の
四
点

を
指
摘
で
き
る
．
こ
の
う
ち
④
が
問
題
で
、
古
質
屋
仲
間
に
と
っ
て
は
株
札

の
自
由
な
譲
渡
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
新
質
屋
へ
の
譲
渡

之
」
状
態
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
町
方
の
「
小
質
」
奨
励
の
際
株
数
を
五
九

と
決
定
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
「
段
々
取
質
相
休
候
者
」
が
ふ

え
、
天
保
三
年
に
は
正
式
に
二
二
軒
と
認
め
ら
れ
た
が
、
結
局
は
若
干
の
増

員
が
あ
り
、
二
五
を
も
っ
て
正
式
な
株
数
と
さ
れ
た
と
い
う
質
屋
仲
間
の
沿

革
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
天
保
四
年
が
凶
作
で
あ
っ
た
た
め
「
小
間
居

之
者
二
不
限
多
分
質
入
仕
飯
頼
之
手
仕
候
」
状
態
と
な
っ
た
が
、
質
屋
方
に

お
い
て
も
「
取
質
手
配
相
成
兼
候
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
藩
よ
り

拝
借
金
を
下
げ
渡
さ
れ
て
窮
状
を
し
の
い
で
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
問

題
の
一
件
は
そ
の
あ
と
に
続
く
。

一
件
は
そ
の
あ
と
に
続
く
。

其
後
御
催
促
二
而
、
当
秋
凶
作
二
付
質
屋
共
江
拝
借
被
仰
付
候
得
共
、

此
上
は
於
御
上
様
二
も
拝
借
之
御
手
配
御
行
届
不
被
成
置
候
二
付
、
別

段
臨
時
新
質
屋
被
仰
付
候
趣
被
仰
含
二
付
、
其
剛
奉
申
上
候
は
、
前
段

二
も
奉
巾
上
候
通
十
一
月
中
頃
が
置
質
不
足
二
相
成
候
二
付
拝
借
等
も

不
奉
申
上
候
得
は
、
此
上
御
苦
柄
不
奉
申
上
候
間
、
新
質
屋
被
指
出
候

儀
御
免
被
下
置
度
段
押
而
願
申
上
候
得
共
、
一
旦
同
人
共
江
被
仰
渡
候

事
故
手
配
致
候
趣
二
付
掛
酌
可
致
段
御
丁
寧
二
被
仰
含
、
尚
又
古
質
屋

廿
五
軒
之
内
休
質
屋
有
之
候
ハ
、
、
新
質
屋
初
筆
之
者
江
相
譲
り
可

申
、
左
候
得
は
追
々
廿
五
軒
数
州
成
候
事
故
、
其
段
相
心
得
可
申
趣
被

－82－
（19）



久保川質屋仲間の組織と機能

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
条
件
が
付
帯
す
る
の
か
が
次
な
る
関
心
事
と
な
る
。

事
実
、
願
書
の
後
半
は
そ
の
問
題
で
新
質
屋
と
の
対
決
姿
勢
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
の
だ
が
、
先
に
進
む
ま
え
に
、
新
質
屋
と
は
ど
の
よ
う
な
者
た
ち
な

の
か
、
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
同
じ
く
天
保
一
二
年
の
質
屋
仲
間
（
特
に
断

ら
な
い
限
り
、
古
質
屋
仲
間
を
さ
す
も
の
と
す
る
）
の
願
書
に
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

新
質
屋
共
か
指
出
候
突
合
願
書
ヶ
条
之
内
二
、
巳
年
取
質
可
仕
段
被
仰

付
候
得
共
、
迷
惑
形
ヲ
以
御
訴
訟
奉
申
上
候
得
共
押
而
被
仰
付
無
拠
御

受
仕
候
趣
州
見
得
申
候
得
共
、
根
元
拾
軒
被
仰
付
候
所
、
其
内
那
波
三

郎
右
衛
門
・
千
釜
善
五
郎
・
桜
庭
喜
四
郎
は
御
訴
訟
奉
申
上
（
中
略
）
、

其
後
京
の
新
兵
衛
・
高
堂
屋
祐
蔵
・
村
山
三
之
助
・
安
藤
勘
左
衛
門
右

四
軒
之
者
共
か
願
奉
申
上
候
趣
ヲ
以
被
仰
含
二
御
座
候
（
下
略
）

（
二
○
一
三
）

新
質
屋
の
増
設
と
い
う
政
策
は
、
古
質
屋
に
と
っ
て
一
方
的
で
あ
っ
た
だ

け
で
な
く
、
「
押
而
被
仰
付
無
拠
御
受
仕
」
と
あ
る
よ
う
に
新
質
屋
に
と
っ

て
も
強
制
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
指
示
を
う
け

た
一
○
名
の
う
ち
史
料
中
に
み
え
る
三
名
が
拒
否
し
、
他
の
希
望
者
四
名
を

加
え
て
一
一
名
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
一
名
が
久
保
川
に
お
い

て
経
済
的
な
意
味
で
有
力
商
人
で
あ
る
こ
と
は
、
藩
よ
り
質
屋
に
〃
選
抜
〃

さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
か
ら
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
右
の
史
料
に
み
え

る
「
新
質
屋
共
’
指
出
候
突
合
願
書
」
な
る
も
の
は
、
質
屋
仲
間
の
Ⅱ
記
に

は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
記
録
上
は
、
新
質
屋
は
古
質
屋
と
常
に
敵
対
す
る

存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
．
新
質
屋
増
設
と
い
っ
て
も
、
単
純

に
質
株
札
を
ふ
や
し
た
の
で
は
な
く
、
全
く
別
個
の
株
仲
間
組
織
（
臨
時
措

置
）
と
し
て
新
質
屋
仲
間
を
置
い
た
の
で
あ
る
．
先
の
④
の
規
定
は
、
こ
の

こ
と
を
前
提
と
し
て
お
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
天
保
一
二
年
の
願
書
の
先
を
続
け
よ
う
．
④
の
規
定
が
通
達
さ
れ

た
後
、
質
屋
仲
間
の
ひ
と
り
京
野
伝
吉
が
廃
業
を
願
い
出
、
そ
の
所
持
す
る

と
こ
ろ
の
株
札
を
「
懇
意
之
者
」
へ
五
百
貫
文
で
譲
渡
し
た
い
旨
を
申
し
出

た
。
質
屋
仲
間
は
、
格
年
・
親
父
役
が
相
談
の
上
、
先
の
④
の
規
定
を
遵
守

す
る
こ
と
と
し
、
三
百
貫
文
で
新
質
屋
筆
頭
の
村
田
吉
兵
衛
に
譲
る
べ
く
説

得
し
、
新
質
屋
方
へ
そ
の
旨
を
通
知
し
た
。
と
こ
ろ
が
新
質
屋
側
は
「
当
時

廿
五
枚
之
御
株
札
二
机
成
候
而
譲
渡
売
買
も
無
之
故
、
何
程
之
価
と
巾
儀
も

難
申
聞
趣
二
御
座
候
」
と
し
て
、
こ
の
提
案
を
承
諾
し
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。
以
下
は
、
こ
れ
に
対
す
る
古
質
屋
側
の
申
し
分
で
あ
る
。

（
前
略
）
辰
四
月
中
格
年
御
催
促
二
而
御
書
付
を
以
被
仰
渡
候
二
は
、

巳
来
止
質
屋
有
之
候
ハ
、
於
仲
間
二
買
上
候
儀
不
相
成
、
勝
手
二
売
買

致
候
儀
被
仰
渡
罷
在
候
、
然
処
此
度
御
株
札
直
段
積
り
奉
申
上
候
様
被

仰
付
、
根
元
之
儀
有
形
奉
申
上
候
儀
二
御
座
候
得
共
、
当
時
不
融
通
之

剛
相
考
候
而
弐
拾
五
両
位
之
物
二
可
有
之
相
談
仕
候
、
右
之
段
も
新
質

屋
共
へ
相
談
二
相
及
候
得
共
、
何
分
前
文
之
訳
柄
二
而
一
円
直
段
等
之

指
積
り
不
叩
聞
候
二
付
外
二
可
致
様
無
御
座
候
間
、
種
々
相
談
仕
奉
叩

上
候
儀
は
、
古
質
屋
共
之
不
手
際
二
付
止
質
屋
二
罷
成
、
無
拠
御
株
札

他
祁
相
譲
り
候
者
実
二
難
渋
二
付
候
而
之
筋
’
売
払
候
儀
二
御
座
候
、

他
江
祁
譲
り
候
直
段
二
御
座
候
得
は
当
時
の
ふ
り
合
五
七
百
貰
文
二
州

成
候
得
共
、
前
文
之
訳
柄
二
御
座
候
故
新
質
屋
江
三
百
員
文
二
而
譲

受
可
申
段
申
含
候
処
、
新
質
屋
共
抑
壱
両
二
而
譲
受
候
趣
二
御
座
候
、

新
質
屋
共
分
量
も
有
之
族
二
而
余
り
敷
儀
と
奉
存
候
二
付
、
色
々
示
談

も
仕
候
得
共
迎
も
相
成
兼
申
候
間
、
無
拠
奉
願
上
候
三
○
二
三

こ
の
部
分
は
、
古
質
屋
か
ら
新
質
屋
へ
株
札
が
譲
渡
さ
れ
る
際
の
代
金
を

め
ぐ
る
論
点
で
あ
る
。
古
質
屋
側
が
三
百
員
文
と
い
う
額
を
提
示
し
た
の
に

対
し
て
、
新
質
屋
側
の
言
い
分
は
、
古
質
屋
の
株
数
が
二
五
軒
と
定
め
ら
れ

て
か
ら
は
、
売
買
値
段
と
い
う
も
の
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
適
当
な
値

段
と
い
う
も
の
は
提
示
で
き
な
い
、
あ
え
て
い
え
ば
一
両
程
度
が
妥
当
と
い

-81-
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う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
古
質
屋
側
の
不
満
が
「
新
質
屋
共
分
量
も

有
之
族
」
と
い
う
物
言
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
新
質
屋

が
、
当
該
段
階
に
お
け
る
有
徳
者
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
願
書
は
古
質
屋
側
の
主
張
点
へ
と
続
く
。

何
卒
新
質
屋
共
家
業
之
儀
、
当
丑
年
さ
向
五
ヶ
年
切
巳
年
限
り
二
而
相

止
候
事
二
被
成
下
置
度
段
奉
願
上
候
、
左
候
ハ
、
古
質
屋
共
之
内
止
質

二
州
成
候
者
は
御
株
札
勝
手
二
他
払
為
致
申
度
奉
存
候
間
、
何
卒
御
憐

感
を
以
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
（
二
○
一
三
）

新
質
屋
は
向
五
ヶ
年
で
廃
止
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
古
質
屋
の
う

ち
に
止
質
希
望
の
者
が
あ
っ
て
も
相
対
値
段
で
売
買
で
き
る
、
と
い
う
の
が

質
屋
仲
間
の
主
張
で
あ
っ
た
。
排
他
的
な
営
業
椎
の
独
占
と
と
も
に
、
所
持

株
の
有
料
譲
渡
が
個
々
の
仲
間
の
最
後
の
権
利
で
あ
っ
た
か
ら
、
右
の
願
書

は
こ
の
点
に
む
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
対
立
が

生
じ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
新
質
屋
が
古
質
屋
仲
間
と
別
組
織
と
し
て
設

置
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
藩
権
力
に
よ
る
有
徳
者
の
選
抜
で
あ
り
、
古
質
屋

仲
間
と
の
交
渉
な
し
に
一
方
的
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
。

藩
が
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
の
は
、
天
保
四
年
の
凶
作
と
い
う
非
常
事

態
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
も
質
屋
と
い
う
稼
業
の
公
的
な
金
融
機

関
と
し
て
の
意
味
付
け
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え

に
、
質
屋
仲
間
の
徒
原
則
が
そ
の
絶
対
性
を
保
持
で
き
ず
、
比
較
的
容
易
に

権
力
の
介
入
を
招
い
て
し
ま
う
理
由
が
あ
っ
た
。

右
に
み
た
一
件
の
結
末
は
、
い
っ
せ
い
に
新
質
屋
よ
り
二
百
貰
文
（
預
）

を
古
質
屋
仲
間
に
提
出
し
、
古
質
屋
仲
間
が
こ
れ
を
管
理
、
そ
の
後
古
質
屋

仲
間
よ
り
止
質
願
い
が
出
た
場
合
そ
の
者
に
二
百
貫
文
を
与
え
る
こ
と
と
す

る
、
と
い
う
こ
と
で
一
麦
協
を
み
た
。
向
五
か
年
で
新
質
屋
を
停
止
す
る
と
い

う
要
求
は
、
順
次
古
質
屋
か
ら
新
質
屋
に
質
株
が
移
譲
さ
れ
て
い
け
ば
結
果

的
に
規
定
の
数
に
落
ち
着
く
と
い
う
町
方
の
見
解
に
よ
り
却
下
さ
れ
た
。
実

（
事
例
１
、
那
波
家
の
仲
間
加
入
問
題
）

天
保
一
四
年
六
月
九
日
の
日
記
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
那
波
三
郎
右

衛
門
よ
り
取
質
稼
業
を
始
め
た
い
旨
の
願
書
が
仲
間
宛
に
出
さ
れ
た
（
二
○

一
五
）
。
那
波
家
は
、
周
知
の
よ
う
に
久
保
田
に
お
い
て
最
も
藩
権
力
と
結
び

付
き
の
強
い
商
人
で
あ
り
、
当
該
段
階
に
お
い
て
も
御
用
間
町
人
の
筆
頭
と

し
て
政
治
力
を
発
揮
し
、
ま
た
先
代
の
三
郎
右
衛
門
祐
生
の
時
代
に
は
、
都

市
下
層
民
の
救
済
機
関
で
あ
る
「
感
恩
識
」
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、
社
会
政

策
面
で
も
独
自
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
質
屋
仲
間
は
た
だ
ち
に
大
寄
合
を
開
き
、
先
に
検
討
し
た

新
質
屋
と
の
規
定
を
理
由
と
し
て
認
め
ら
れ
ぬ
旨
の
回
答
を
示
し
た
。
そ
の

際
の
様
子
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

此
度
其
御
宅
さ
質
屋
中
間
へ
取
質
仕
度
段
願
申
出
二
候
得
共
、
質
株
之

儀
は
先
以
御
き
定
有
之
、
他
家
へ
ゆ
つ
り
渡
之
儀
不
相
成
候
間
、
左
様

仲
間
の
徒
原
則
を
ゆ
り
動
か
す
力
と
し
て
、
い
ま
ひ
と
つ
久
保
田
商
人
の

個
々
の
動
き
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
通
し
て

検
討
し
、
そ
の
な
か
に
一
つ
の
論
理
を
み
い
だ
す
こ
と
が
有
効
だ
ろ
う
。

質
的
に
、
新
質
屋
か
ら
古
質
屋
仲
間
へ
の
移
行
が
想
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
古
質
屋
仲
間
に
お
け
る
止
質
の
増
加
と
い
う
状
況

が
あ
り
、
そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
の
都
市
対
策
が
優
先
さ
れ
た
と
い
え
る
。

止
質
屋
の
増
加
は
、
久
保
田
商
人
の
経
済
的
な
浮
き
沈
み
を
反
映
し
た
事
象

で
あ
り
、
そ
れ
自
体
都
市
研
究
の
課
題
と
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
質
屋
仲
間
の
問
題
を
通
し
て
右
の
課
題
を
指

摘
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。

(2)

仲
間
の
論
理
と
個
人
の
論
理

－80－

（21）
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可
被
思
召
趣
申
渡
候
処
、
な
ん
ば
小
間
候
様
ハ
、
御
き
定
と
叩
儀
ハ
い

か
シ
致
候
わ
け
二
候
哉
と
申
間
候
処
、
両
格
年
申
聞
候
ハ
、
根
元
巳
と

し
質
屋
弐
十
五
問
二
被
居
置
候
処
、
同
年
稀
成
凶
作
二
付
午
正
月
中
別

段
新
質
屋
十
一
軒
被
仰
付
、
其
せ
つ
も
色
々
わ
け
か
ら
有
之
候
得
共
被

為
差
出
候
、
尤
此
時
新
古
質
屋
へ
御
町
処
方
御
言
付
ヲ
以
被
仰
付
候

ハ
、
新
質
屋
止
株
有
之
せ
つ
ハ
上
江
返
上
可
致
趣
被
仰
付
候
、
亦
候
古

質
屋
之
内
止
株
有
之
せ
つ
ハ
新
質
屋
初
筆
の
も
の
へ
可
ゆ
つ
り
趣
其
せ

つ
被
仰
付
候
故
、
他
へ
ゆ
つ
り
渡
之
儀
不
州
成
趣
巾
渡
候

右
に
よ
る
限
り
、
質
屋
仲
間
の
方
針
は
、
新
質
屋
仲
間
設
侭
の
際
の
規
定

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
「
新
質
屋

止
株
有
之
せ
つ
ハ
上
へ
返
上
可
致
趣
被
仰
付
候
」
と
あ
る
点
は
、
前
節
で
の

確
認
事
項
に
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
一
点
で
あ
る
。
株
数
の
現
段
階
以
上
の

増
加
を
認
め
ず
、
将
来
的
に
は
古
質
の
株
数
に
戻
そ
う
と
い
う
方
針
が
確
認

さ
れ
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
い
っ
た
ん
は
新
規
の
原
則
が
効
を
奏
し
て
こ
の
問
題
は
処
理

さ
れ
た
か
に
み
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
月
一
五
日
に
な
っ
て
、
「
な
ん
ば
三

郎
右
衛
門
儀
弥
々
取
質
家
業
仕
段
之
由
内
々
其
向
様
御
取
つ
ぐ
し
致
候
よ

し
」
と
い
う
風
聞
が
出
川
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
事
実
が
確
認
さ
れ
な
い
う
ち

に
、
平
質
屋
一
同
よ
り
仲
間
格
年
に
対
し
、
那
波
の
動
き
を
阻
止
す
る
よ
う

求
め
る
訴
状
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
仲
間
一
般
の
深
刻
な
う
け
と
め
よ
う
が

窺
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
特
に
「
預
」
の
下
落
と
い
う
城
下
の
経
済
状
況
を

と
り
あ
げ
、
そ
の
状
況
下
で
の
新
規
の
質
屋
の
認
可
は
「
供
潰
」
を
も
た
ら

す
も
の
だ
と
難
じ
て
い
る
。
と
り
わ
け
近
年
の
不
景
気
の
な
か
で
自
ら
質
屋

業
を
希
望
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
天
保
四
年
の
凶
作
以
降
の
「
預
」
の
下

落
と
い
う
状
況
下
で
も
特
に
影
響
を
う
け
な
か
っ
た
者
た
ち
で
あ
り
、
他
の

稼
業
で
余
力
を
た
く
わ
え
そ
の
力
に
よ
っ
て
質
屋
を
開
業
し
よ
う
と
す
る
者

た
ち
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
認
め
て
は
、
「
別
業
之
質
故
内
分
二

而
利
下
直
等
二
而
人
気
を
動
し
」
「
自
然
私
共
得
意
は
新
質
屋
之
得
意
二
州

成
可
申
」
と
な
る
と
批
判
し
て
い
る
。

こ
れ
を
う
け
て
仲
間
親
父
役
は
、
仲
間
一
統
の
申
分
と
し
て
町
奉
行
所
へ

一
件
の
処
理
を
も
ち
こ
ん
だ
。
こ
れ
に
対
す
る
町
方
の
指
示
は
、
次
の
通
り

で
あ
る
。（

前
略
）
三
郎
右
衛
門
儀
も
其
方
共
同
様
そ
れ
ノ
、
の
御
役
人
衆
へ
も

出
入
致
相
廻
り
候
も
の
故
、
不
相
成
段
ひ
し
と
申
付
候
ハ
、
役
人
を
取

ッ
く
シ
、
不
融
通
之
剛
取
質
家
業
仕
度
段
之
願
き
と
ぐ
の
趣
故
、
願
之

通
り
被
仰
付
る
な
と
之
儀
有
之
候
ハ
、
い
か
ん
共
こ
ま
り
入
可
申
様
被

存
候
、
尤
仲
間
二
も
そ
れ
ノ
、
上
’
被
仰
渡
置
候
覗
も
有
之
候
得
共
、

上
と
而
も
此
せ
つ
ハ
時
の
ふ
り
合
二
而
事
致
候
様
の
事
な
り

御
用
間
町
人
と
し
て
の
那
波
家
の
政
治
的
力
量
を
前
提
と
し
た
物
言
い
で

あ
る
。
い
っ
た
ん
決
定
さ
れ
た
こ
と
の
例
外
を
認
め
る
内
容
で
あ
る
か
ら
、

町
奉
行
レ
ベ
ル
で
独
自
に
結
論
を
出
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
す
で

に
藩
上
層
部
へ
の
那
波
家
の
接
触
が
あ
っ
た
う
え
で
の
こ
と
と
推
測
さ
れ

る
。

右
の
町
方
の
指
示
は
、
確
か
に
仲
間
が
不
満
を
こ
め
て
の
べ
る
ご
と
く
、

「
先
年
被
仰
波
候
御
趣
意
祁
捨
り
可
叩
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
仲
間
の
大
寄
合
は
、
株
代
三
○
両
、
座
入
金
一
両
、
寄
合
入
料
二
五
○

貫
文
（
「
預
」
）
を
納
め
る
こ
と
を
条
件
に
、
那
波
三
郎
右
衛
門
家
の
仲
間
加

入
を
認
め
る
結
論
を
出
し
た
。
そ
の
際
の
仲
間
へ
の
急
廻
文
の
な
か
で
、
那

波
家
の
加
入
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
情
を
、

前
文
之
通
り
不
融
通
之
瑚
二
候
得
は
、
取
質
歩
質
共
取
質
致
度
願
之
処

強
而
指
塞
候
事
も
不
相
成
候
訳
も
有
之
、
弥
々
指
留
候
得
は
、
御
上
さ

被
仰
付
方
二
而
は
却
而
不
宜
候
義
も
有
之
二
付
、
無
拠
願
之
通
り
間
済

申
候

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
拒
否
し
続
け
れ
ば
、
権
力
か
ら
の
強
制
的
指

ｊ

ｎ
吋
〉
ウ
ム

７
個
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（
事
例
２
山
本
岩
吉
質
株
譲
渡
一
件
）

弘
化
一
年
四
月
、
仲
間
の
一
人
山
本
岩
吉
よ
り
格
年
に
対
し
、
仲
間
外
の

商
人
で
あ
る
山
崎
万
蔵
に
質
株
を
譲
り
た
い
旨
の
願
書
が
出
さ
れ
た
三
○

一
五
）
。
こ
れ
に
対
し
、
仲
間
側
は
「
古
質
屋
止
株
有
之
せ
つ
ハ
新
質
屋
へ
相

ゆ
つ
り
候
御
定
」
を
論
拠
に
、
願
い
を
却
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
山
崎
器

吉
方
か
ら
再
度
の
願
い
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
川
の
一
件
は
質

株
ば
か
り
で
な
く
「
居
形
」
即
ち
家
職
屋
散
全
体
の
譲
渡
で
あ
る
故
、
「
是

ま
て
数
多
有
之
候
取
組
と
ハ
違
」
う
こ
と
を
強
調
し
、
自
分
が
株
札
返
却
と

ひ
き
か
え
に
仲
間
よ
り
受
け
取
る
べ
き
二
百
貫
文
に
三
百
貫
文
を
加
え
た
五

百
貫
文
を
納
入
す
る
こ
と
を
条
件
に
許
可
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
る
。
こ

れ
が
二
度
目
の
願
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
仲
間
は
、
「
其
方
様
４
銭

取
杯
致
極
可
申
様
無
之
候
」
と
し
て
願
書
を
返
却
し
た
。
と
こ
ろ
が
山
本
は

こ
れ
で
も
引
き
下
が
ら
ず
、
第
三
者
を
た
て
て
三
度
目
の
訴
願
に
お
よ
ん

だ
。
さ
す
が
に
仲
間
も
「
又
々
可
様
之
儀
甚
タ
不
勘
弁
と
皆
々
腹
立
候
」
と

不
快
の
様
子
を
か
く
さ
ず
、
「
左
様
之
願
書
以
来
被
指
出
候
共
、
仲
間
二
お

い
て
取
上
ケ
難
候
間
、
左
様
被
思
召
被
下
度
候
」
と
い
う
強
い
態
度
で
の
ぞ

ん
だ
。
だ
が
事
は
こ
れ
で
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。

五
月
に
入
る
と
、
山
本
か
ら
四
度
目
の
願
い
が
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
家

蔵
屋
敷
は
山
崎
屋
万
蔵
へ
永
代
に
売
り
渡
し
、
質
株
に
つ
い
て
は

当
辰
年
’
午
年
迄
向
十
五
ヶ
年
中
山
崎
屋
万
蔵
へ
相
譲
申
度
奉
存
候
、

尤
年
限
明
之
節
は
何
れ
之
家
並
相
求
候
而
も
本
形
私
取
質
仕
度
奉
存
候

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
質
株
に
つ
い
て
は
将
来
の
仲
間
復
帰
を

条
件
に
、
年
季
と
い
う
か
た
ち
で
山
崎
万
蔵
に
譲
渡
し
た
い
と
い
う
も
の

示
と
い
う
事
態
を
招
き
か
ね
な
い
と
い
う
危
倶
の
故
に
、
仲
間
独
自
の
決
定

と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
．
最
終

的
に
は
仲
間
の
自
立
性
と
い
う
体
面
を
保
と
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
事
例
３
久
保
田
周
辺
農
村
部
の
質
稼
業
）

安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
五
月
、
岩
間
文
六
な
る
商
人
か
ら
、
久
保
田
城

下
に
隣
接
す
る
八
丁
村
の
加
賀
屋
久
右
衛
門
の
質
株
を
譲
り
う
け
て
田
中
刺

で
質
営
業
を
行
い
た
い
旨
の
願
い
が
出
さ
れ
た
（
二
○
一
七
）
。
も
っ
と
も
岩

間
自
身
は
久
保
田
在
住
の
商
人
で
あ
り
、
実
際
に
は
そ
の
親
類
で
あ
る
川
中

村
在
住
の
伊
勢
屋
幸
吉
が
質
稼
業
を
始
め
る
算
段
で
あ
る
こ
と
が
、
日
記
の

の
ち
の
記
述
か
ら
判
明
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
質
屋
仲
間
か
ら
次
の
よ
う
な

理
由
で
反
対
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

手
形
向
は
御
城
下
質
屋
が
川
中
村
之
方
ハ
手
近
二
而
候
得
は
、
大
町
壱

町
目
が
三
丁
目
迄
之
分
手
形
辺
専
ラ
之
得
意
場
二
御
座
候
故
、
田
中
村

へ
譲
株
等
二
相
成
候
而
ハ
右
町
々
質
屋
共
潰
二
相
成
候
外
無
御
座
候

手
形
地
域
は
大
町
・
茶
町
の
質
屋
が
「
得
意
場
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
田
中
村
に
質
屋
が
置
か
れ
て
は
営
業
に
支
障
を
き
た
す
、
と
い
う
趣

旨
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
城
下
近
在
の
質
屋
の
存
在
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て

で
、
難
本
的
に
は
当
初
の
内
容
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
さ
ら

に
六
月
分
の
日
記
に
は
、
「
山
本
岩
吉
方
’
質
家
株
返
上
仕
度
願
上
、
又
候

山
万
左
取
質
仕
度
趣
願
出
二
付
」
と
あ
っ
て
、
五
度
目
の
訴
願
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
結
局
、
仲
間
の
総
意
と
し
て
は
親
父
役
に
一
任
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
山
本
岩
吉
所
持
の
株
札
は
規
定
通
り

新
質
屋
筆
頭
に
渡
し
、
本
来
廃
棄
さ
れ
る
べ
き
新
質
屋
の
株
札
を
山
崎
万
蔵

に
譲
渡
す
る
、
と
い
う
か
た
ち
で
決
着
を
み
た
の
で
あ
る
．
こ
こ
で
も
形
態

的
に
は
規
定
を
一
部
遵
守
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
実
質
的
に
は

山
本
・
川
崎
の
思
惑
に
そ
っ
た
結
論
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
時
山
崎

が
要
し
た
謎
用
の
う
ち
株
札
代
金
三
○
両
に
つ
い
て
は
山
崎
よ
り
年
賦
願
い

が
だ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
規
加
入
者
に
は
伽
め
て
厳
し
い
条
件
が
準
備

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

－78－
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お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
安
政
四
年
の
日
記
に
、
近
在
に
お
け
る
質
屋
業
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

近
在
八
ヶ
村
之
儀
ハ
先
年
が
質
屋
家
業
等
不
相
成
候
御
規
則
二
御
座
候

処
、
牛
嶋
村
二
而
山
崎
七
兵
衛
・
柳
原
三
四
郎
、
八
丁
村
加
々
屋
久
右

衛
門
取
質
致
候
二
付
仲
間
’
御
訴
奉
申
上
候
処
、
寛
政
五
年
丑
五
月
十

三
日
被
仰
渡
候
ハ
、
右
三
人
之
儀
は
宝
暦
年
中
久
保
田
質
屋
一
統
相
止

候
節
御
注
進
申
上
取
質
被
仰
付
候
事
故
掛
酌
可
致
、
尤
右
当
人
と
も
業

鉢
は
其
方
と
も
江
取
扱
被
属
置
候
段
、
御
用
番
疋
田
斎
様
被
仰
渡
候

段
、
御
書
付
ヲ
以
被
仰
渡
候
（
二
○
一
七
）

つ
ま
り
、
城
下
近
在
で
は
、
牛
嶋
村
二
軒
、
八
丁
村
一
軒
が
宝
暦
年
中
の

特
別
措
綬
と
し
て
正
式
に
認
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
八
丁
村
の
質
株
が
旧
中
村
に
移
譲
さ
れ
、
同
村
で
質
屋
が
開
業
さ
れ
る

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

申
し
立
て
を
行
っ
た
岩
間
文
六
に
つ
い
て
は
、
仲
間
の
日
記
が
「
当
人
下

タ
地
酒
醤
油
両
家
業
有
之
、
其
上
質
家
業
相
望
候
事
二
御
座
候
」
「
一
体
文

六
御
城
下
住
居
二
而
町
方
之
振
合
も
心
得
居
候
な
か
ら
、
後
口
宛
か
ヘ
ニ
土

蔵
等
普
請
致
候
儀
甚
タ
見
積
候
次
第
難
心
得
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
こ
の
一
件
の
立
役
者
で
あ
る
岩
間
文
六
も
実
は
他
の
業
種
に
よ
っ
て
力

を
た
く
わ
え
た
城
下
商
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
よ
う
な
質
屋
仲
間
の
反
対
に
対
し
、
岩
間
方
は
質
屋
仲
間
側

が
思
い
も
か
け
ぬ
手
段
に
う
っ
た
え
た
。
久
保
田
の
禅
宗
寺
院
鱗
勝
院
の
仲

立
ち
を
も
っ
て
優
位
に
事
を
は
こ
ぼ
う
と
し
た
の
で
あ
る
．
近
世
の
寺
院
は

し
ば
し
ば
訴
訟
の
仲
介
役
を
つ
と
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
多
く
の
場
合
処

罰
の
対
象
と
な
っ
た
人
間
が
罪
一
等
を
減
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
か
、
共

同
体
へ
の
復
帰
を
目
的
と
し
て
寺
入
り
す
る
こ
と
で
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
例
の
よ
う
に
最
初
か
ら
自
己
の
目
的
実
現
の
た
め
に
寺
院
を
出
入
り
の

場
に
引
き
出
す
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
仲
間
側
は
、
「
寛
政
度
之

度
御
上
様
’
御
堤
示
被
下
置
候
御
規
定
之
御
書
付
」
を
根
拠
に
、
「
何
卒
右

重
キ
御
ケ
条
御
立
被
下
候
様
御
取
扱
被
下
度
」
と
反
対
の
意
思
を
強
く
申
し

出
た
。
し
か
し
結
局
は
「
来
ル
巳
年
さ
酉
年
迄
五
ケ
年
中
取
質
指
免
し
、
六

ケ
年
目
二
は
八
丁
村
へ
引
越
候
儀
二
御
座
候
ハ
、
不
得
止
御
受
仕
候
外
無
御

座
候
」
と
、
五
ケ
年
季
を
条
件
に
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

こ
の
一
件
は
、
久
保
田
近
在
の
商
人
の
動
向
が
強
く
影
響
し
て
い
る
。
本

稿
で
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
仲
間
に
申
請
が
な
い
ま
ま

に
隠
質
行
為
を
続
け
て
い
る
牛
嶋
村
商
人
の
活
動
も
摘
発
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
右
の
事
例
は
，
在
方
商
人
の
動
向
に
よ
り
久
保
田
商
人
仲
間
の
原

則
が
侵
さ
れ
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
三
件
の
事
例
を
紹
介
し
て
き
た
。
そ
の
い
ず
れ
も
共
通
す
る
の
は

個
人
と
し
て
の
鴬
利
追
及
の
論
理
に
よ
り
、
仲
間
の
徒
原
則
が
侵
さ
れ
て
い

く
過
程
で
あ
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
権
力
の
判
断
が
個
人
の
側
の
思
惑

に
そ
っ
た
形
で
一
件
の
収
拾
を
は
か
っ
て
い
る
の
も
、
当
該
段
階
の
都
市
を

め
ぐ
る
経
済
状
況
が
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
い
段
階
に
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
株
仲
間
組
織
の
存
在
自
体
が
、
久
保
田
に
お
い
て
す

で
に
そ
の
歴
史
的
役
割
を
終
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
単
に
質
屋
仲
間
に
と
ど
ま
ら
ず
、
仲
間

組
織
を
も
つ
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

本
稿
は
、
久
保
田
に
お
け
る
質
屋
仲
間
の
組
織
構
造
と
そ
の
機
能
に
つ
い

て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
側
面
を
実
態
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
各
章
で
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
小
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
か
た
ち
に
な
っ
て
お
り
、
質
屋
仲
間
の
歴
史

お
わ
り
に

勺弓
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的
展
開
を
語
る
一
貫
し
た
叙
述
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
秋
田
藩
経
済
史
の
段

階
的
把
握
と
い
う
問
題
と
か
ら
め
な
が
ら
、
再
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
紙
数
の
都
合
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
部
分
も
少

な
く
な
い
。
質
屋
と
い
う
特
種
な
業
種
に
関
わ
る
史
料
で
は
あ
る
が
、
近
世

都
市
久
保
田
の
研
究
を
進
め
る
う
え
で
は
希
有
な
も
の
で
あ
る
。
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
、
久
保
田
の
研
究
の
進
展
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
る
。
本
稿
が
そ
の
た
た
き
台
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
注
〕⑪

博
物
館
目
録
番
号
、
三
五
六
’
二
○
○
一
・
三
五
六
は
福
地
家
箇
料
の
分
類
番

号
。
下
四
桁
は
整
理
番
号
．

(10)(9)(8) (7)（6）

中
に
そ
の
整
理
番
号
を
注
記
す
る
。

剛
「
再
興
勤
続
伝
」
。
二
○
○
二
・

側
拙
稿
「
久
保
田
に
お
け
る
町
中
‐

⑤
（
「
質
屋
仲
間
歳
代
記
」
）
。
表
紙
命

②
質
屋
仲
間
の
記
録
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
に
「
御
用
之
日
記
」
「
御
用
記
」
「
仲

間
記
録
」
「
御
吟
味
御
用
帳
」
な
ど
の
標
題
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
特
別
に
注
記

の
必
要
が
な
い
か
ぎ
り
、
本
稿
で
は
す
べ
て
「
日
記
」
の
表
記
に
統
一
し
、
本
文

こ
の
簿
冊
は
表
紙
と
後
半
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
銀
札

仕
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
目
録
が
「
御
用
日
記
」
な
る
史
料
名
を
与

え
て
い
る
二
○
二
七
番
の
簿
冊
が
こ
の
史
料
の
後
半
部
分
で
あ
る
こ
と
は
、
保
存

状
態
と
形
態
的
特
徴
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
る
。

拙
稿
「
久
保
田
に
お
け
る
町
中
と
町
役
人
」
（
『
伝
承
と
文
化
』
認
号
・
劉
号
）

（
「
質
屋
仲
間
歳
代
記
」
）
。
表
紙
欠
。
目
録
で
は
「
御
用
の
日
記
」
と
し
て
い
る

が
、
大
型
の
竪
帳
で
あ
り
料
紙
も
上
質
で
、
享
保
年
間
か
ら
文
政
間
に
お
よ
ぶ
主

要
事
項
が
編
年
的
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
随
時
書
留
め
ら
れ
た
御
用
日
記
類
と
は

明
ら
か
に
異
な
る
タ
イ
プ
の
史
料
で
あ
る
。
二
○
三
○
。

『
県
史
』
第
三
巻
近
世
編
上

拙
稿
「
『
通
用
預
』
に
つ
い
て
」
（
『
能
代
市
史
研
究
』
第
四
号
）

『
県
史
』
第
三
巻
近
世
編
上

『
秋
田
県
史
』
第
三
巻
近
世
編
上

伽
今
村
義
孝
・
高
橋
秀
夫
編
『
秋
田
藩
町
触
集
』
下
、
二
三
三
一
・
数
値
は
史
料

番
号
。

⑫
野
上
陳
令
『
御
町
方
御
用
留
書
』
（
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
）

⑬
前
掲
『
町
触
集
』
一
六
八
一

－76－
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質屋株札の移動
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27

28

29
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31

32

句o

OO

34

35

明和5年

見上新右衛門(茶町）

吉川惣右衛門(茶町）

大野小八郎(大町一丁目）

大野喜左衛門(大町一丁目）

川村専右衛門(大町一丁目）

竹田四郎右衛門(上通町）

永井彦右衛門(川端五丁目）

高桑徳兵衛(本町一丁｢|）

能登屋瀬兵衛(本町-TB

牧野善右衛門(本町一丁目）

浅野屋喜太郎(大町三丁目）

由利屋長四郎(茶町）

池野内七兵衛(下肴町）

辻伊兵衛(川端五丁in

銀谷金八(茶町）

横田長左衛門(十人衆町）

野上嘉兵衛(城町）

吉富彦右衛門(本町四丁目）

佐々木茂兵衛(大町一丁目）

仲屋久左衛門(茶町）

片屋庄右衛門(川端一丁｢1）

加賀屋惣左衛門(本町四丁目）

雑加屋助右衛門(横町）

岩谷新五郎(茶町）

大野治右衛門(大町一丁目）

小仲市蔵(十人衆町）

広島屋仁右衛|』ﾘ(本町四丁目）

浅井弥兵衛(馬口労町）

上村三郎右衛門(上肴Br

中西七郎右衛''9(本町四丁目）

塚本万四郎(上米mn

加賀屋平左衛門(川端I'mrin

見上儀兵衛(茶町）

加賀屋勘右衛門(大町三丁目）

佐々木与惣兵衛(上肴町）

その後の移動

長谷川勘六(享和3年）

竹之内正右衛門(茶町･寛政9年）

木村新助(大町二丁目・文政4年）

京野新四郎(横町･天Iﾘ14年）

山本平七(横町･文化9年)一大宮東兵衛(横町･天保13年）

横川長右衛門(十人衆町･天明4年)一遠藤儀助(本町四丁目．

寛政2年）

京野伝吉(鍛冶町川端｡寛政1年）

渋谷市右衛門(下肴町･天明1年）

金木屋久三郎(十人衆町･寛政4年)一渡辺庄兵衛(大町三丁

目･寛政6年)一伊勢屋十右衛門(大町三丁目･享和3年）

鈴木屋三之助(本町四丁目･寛政3年）

二木義右衛F1;大工町･文化9年）

高Ill屋左治兵術(上肴町･天明1年)_,嶋八兵衛(大町三丁

目.？）

赤尾久太郎(鍛冶町川端･寛政3年)一加賀屋長兵衛(上川ロ

町･文化6年）

高堂屋藤志(大町二丁|可・享和3年）

木村清兵衛(大町mn安永9年）

長谷川勘兵衛(_上川口町･安永3年）

川村卯兵衛(大工町･文化1年）

加藤仁三郎(馬口労Ill]-･文政8年）

三浦伊助(本町四丁目・寛政10年）

近Iill又吉(_上川口町･寛政11年）

成川新五郎(四一卜|川堀川端･寛政4年）

Ill野内四郎右術!"](大Ill]三丁目･天明1年）
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加賀屋一郎右衛門(横町）

伊藤市十郎(川端六丁目）

大野平八(大町一丁目）

赤根屋喜右衛門(本町五丁目）

播磨屋長兵衛(茶町）

加賀屋藤右衛門(横町）

川村庄左衛門(大町三丁目）

中村多兵衛(大町二丁目）

畦田八郎右衛門(-F

小嶋八郎右衛門(下米町）

田中屋五郎右衛門(馬口労町）

赤根屋作右衛門(大工町）

川村伝三郎(大町一丁目）

藤村伝右衛門(横町）

紀伊国屋藤右衛門(豊島町）

伏見屋作十郎(上通町）

堀田市左衛門(横町）

佐木子五郎(川端五丁目）

中野屋仁左衛I"l(川端二丁目）

岩谷儀兵衛(茶町）

寺島孫右衛門(本町五丁目）

美濃屋久左衛I"l

仲間

仲間

〈町）

石旧治右衛門(文政8年）

木屋孫左衛門(馬口労町･安永9年）

茜屋太兵衛(茶町･寛政11年）

京野利兵衛(向馬口労町･文政8年）

越前屋半兵衛(文化14年）

田近午之助(本町四丁目・文化5年)一(長谷川吉太郎(文化12

年）

柳原治右衛門(茶町･寛政5年）

御町払

能登屋市右衛門(本町五丁目･安永5年)一敦賀屋治兵衛(本

町六丁目･天明2年)一石川久三郎(大町一丁目・文化5年）

樋口惣右衛I"](大町二丁目･寛政11年）

若松屋善助(馬口労町･安永4年）

中村亦兵術(上川口・文化5年)一越前屋弁蔵(大町一丁目・明

和9年）

西村伊右衛門(大町三丁目･安永7年）

片屋伊右衛門(茶町･安永7年)一中野屋弥助(川端二丁目・天

|ﾘ12年）

石川久助(大町一丁目・天明7年）

舛屋利助(茶町･安永6年)一成|Ⅱ新五郎(本町五丁目･寛政10
妬）
I〃

武川甚三郎(大町三丁目･天明6年）


